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  序文


  祈りの生活――偉大な聖なる主題です！これは私たちを至聖所・いと高き方の隠れ場に導きます。これがまさにクリスチャン生活であり、これは神ご自身の命に触れることです。


  私たちはひざまずいてその聖なる部屋に入ります。私たちは自分の言葉と思いを静めて言います、「主よ、私たちに祈ることを教えてください。私たちにあなたの聖なる願いを知らせて、私たちの祈りをあなたのみこころのまさにこだまとしてください。私たちの内なる弁護者としてのあなたの御霊を私たちに与えてください。私たちの目を開いて、天におられる私たちの大祭司・弁護者を見せてください。そして、私たちが彼の中に住むのを助けてください。また、私たちが自分の望むものを求めて、それをかなえてもらえるよう、私たちが彼の御言葉を自分の中に住まわせるのを助けてください」。そして無知と弱さの中で、私たちがこのきわめて重大な主題についてあえて話したり考えたりする時、「私の口の言葉と私の心の黙想が、あなたの目に適いますように、おお主よ、私の力、私の贖い主よ」。そしてこの小著の中の真実な言葉と思想がみな、話し手と聞き手にとって生ける経験となり、そうして私たち全員の生活で祈りの生活に役立ちますように。それは、少しでもあの祈りをかなえてもらうためです。その祈りはあらゆる祈りの中でも最大の祈りです。その祈りと共に冒頭の章が始まりますし、その祈りに本書は献げられています。その祈りとは「天におられる私たちの父よ、御名があがめられますように」という祈りです。


  



  Ａ．Ｂ．シンプソン


  



  第一章 祈りの模範


  
    そこで彼は彼らに言われた、祈る時は、こう言いなさい、「天におられる私たちの父よ、あなたの御名があがめられますように。あなたの王国が来ますように。あなたのみこころが天で行われているように地でも行われますように。私たちの日毎のパンを、日々与えてください。私たちも自分に負い目のある者をみな赦しますから、私たちの罪を赦してください。私たちを誘惑の中に導かないで、悪から救ってください」。（ルカ十一・二～四）
  


  この素晴らしい祈りは、弟子たちの「主よ、私たちに祈ることを教えてください」という求めに応じて、私たちの主が口述されたものです。彼の答えは、彼らに祈ることを命じるものでした。そもそも祈りを学ぶには、この方法しかありません。つまり、ただ祈り始めることによるのです。片言しか話せない子供が話すことによって話術を学ぶように、また、雲雀が小さな翼を空の上で何度も何度も羽ばたかせることによって天空高く舞い上がるように、祈りによって私たちは祈ることを学びます。そして祈れば祈るほど、ますます私たちは祈りの神秘、高さ、深さを学びます。また祈れば祈るほど、ますます私たちはこの比類ない祈りのずば抜けた豊かさと完全さを理解するようになります。この祈りは、キリスト教世界であまねく祈られている祈りであり、神の教会の共通の祈りであり、クリスチャンの子供全員にとって最も古く最も聖なる思い出であり、逝去しようとしている魂がしばしば最後に発するものです。それを大いに用いてきた私たちは、こう感じるようになりました。すなわち、この祈りが表明しない願いはなく、伝えない聖なる願望もない、と。祈りの神聖な哲理を強調する偉大な諸原則をこれ以上に含んでいる箇所は、聖書のどこにもありません。


  すべての真の祈りは父を認めることから始まることを、
 これは私たちに教える


  これは知られざる神への人の叫びではなく、子供とその天の父との知的会話です。それは、嘆願者が子供になったことを前提としており、御子のとりなしが御父の啓示に先立ったことを前提としています。ですから、だれでも真に祈れるようになるには、まず主イエス・キリストを救い主として受け入れ、彼を通して子の心を再生によって受け、次に、神の家族の子たる身分を理解するよう導かれる必要があります。祈りの直接的対象は、御子や聖霊ではなく御父です。キリストのとりなしの偉大な目的は私たちを神にもたらし、和解と交わりにより、御父を私たちの父として啓示することです。私たちの心の中で御子と御霊に話すのは悪いことではありません。この御名は霊的確信を意味しており、祈りに不可欠です。


  主の祈りが神に関して最初に見せているのは、彼の威光ではなく御父としての愛です。聞いていた弟子たちにとって、これは自分たちの模範である主の口から発せられた奇妙な表現だったにちがいありません。ユダヤ人は、少なくとも個々人との神の関係に関して、神がそのような名で呼ばれるのを一度も耳にしたことがありませんでした。国父と神は時々呼ばれましたが、罪深い人が神を父とあえて呼んだことはありませんでした。彼らは、疑いなく、彼らの主がご自身の父である神のこの喜ばしい名を話されるのを聞きました。しかし、エホバをこのような名で呼ぶべきであるとは、彼らの律法的な暗い心には思いもよりませんでした。それでも、これは次のように私たちは思ってもかまわないこと、また思うべきことを、確かに意味します。すなわち、神が主の父であるのと全く同じように、彼は私たちの父なのです。そして、神はその子たる身分とその御名にあずかっている私たちのものなのです。その御名はこの上なく個人的な優しい愛、保護、配慮、親密さを伝えます。そして祈りの冒頭で、祈りに一家団欒の麗しい雰囲気を帯びさせて、友人間の喜ばしい愛情と親密さに満ちた交わりにもたらします。


  愛する人よ、あなたはこのように祈ることを学んだでしょうか？御使いたちは毎日あなたの部屋を見下ろして驚いているでしょうか？塵でできた卑しい罪深い被造物が、母親の胸に横たわっている幼子のように、あるいは、母親の膝の上で何の心配もせずにおしゃべりしている幼子のように、天の威光ある主権者に向かって話すのを見ているでしょうか？「私があなたたちに書き送るのは、小さな子供たちよ、あなたたちが御父を知っているからです」とあなたは言えるでしょうか？


  祈るとき神の威光と全能を認識すべきことを、
 これは私たちに教える


  「天におられる」いやむしろ「天上におられる」という言葉の狙いは、神という概念にきわめて限定的・局所的性格を与えることです。彼は漠然とした影響力や汎神論的存在ではなく、確かな御方であり、物質や自然よりも高く、特定の住まいを持っておられます。そこに心は向かいます。そこで神は御座について、全宇宙を実際に支配しておられます。神はまた、私たちの立場や水準よりも高い方、天におられる方と見なされています。神は私たちのちっぽけな世界よりも高く、支配する御力を必要とする他のすべての要素や勢力よりも高いのです。それは最高の力・権威・栄光の座に神をつかせます。


  ですから、真の祈りでは常に神の近しさと偉大さを認識しなければなりません。旧約聖書は、ですから、神の威光に関するきわめて荘厳な表現に満ちています。神の偉大さを理解すればするほど、私たちの試みや緊急事態のとき、ますます大胆に私たちは祈りの中で神の介入を勇敢に要求するようになります。


  愛する人よ、祈りの中でひざまずくとき、私たちは理解しているでしょうか？私たちが話している御方は、アブラハムに語られたように私たちにも「わたしはエル・シャッダイ、全能の神である」と依然として語ってくださる方であることを。この御方はエレミヤに向かって、「わたしは主であり、あらゆる肉なる者の神である。わたしに難しすぎることがあろうか？」と語り、イザヤに向かって、「あなたは知らないのか？聞いたことがないのか？永遠の神、主、地の果ての創造者は、弱ることなく、また疲れることもない。その知恵ははかりがたい」と語られました。


  祈りは神との交わりであるだけでなく、
 人同士の心の交流でもあることを、
 これは私たちに教える


  「私たちの父よ」という祈りは私たち一人一人を直ちに自分自身から引き上げます。地上のどこか他の場所にではなく、少なくとも恵みの御座に引き上げます。そして、私たちを肢体仲間とします。もちろん、その交わりの第一の絆は私たちの長兄であるキリストであることを、これは前提としています。ですから、どんなに孤立していても、一人ぼっちではなく、全き信実さでこの祈りによって進み出て、キリストと手を取り合って、「キリストは私のものです」と言うことができます。しかし、疑いなく、それがもっぱら述べているのは、人同士の心の交流です。祈りに関する最高の約束は、地上で心を合わせて祈る人々に対してなされました。あるいは、ギリシャ語がさらに麗しく表現しているように、地上で「調和して」祈る人々に対してなされました。恵みの御座ほど、私たちが自分の友人たちを大いに麗しく、大いに純粋に愛せるところはありません。心を合わせて単一の祈りを祈ることほど、クリスチャンたちの間の相違を溶かし去る実行はありません。御父のそばに近づいて、次に、必然的に接触しあうようになること以外に、キリスト教の諸々の分裂に対する解決策はありません。


  礼拝が祈りの最高の要素であることを、
 これは私たちに教える


  「あなたの御名があがめられますように」という祈りは主の祈りのどの願い求めよりも優っています。この祈りによって私たちは神ご自身に直接もたらされます。また、この祈りは、私たちのあらゆる思いや私たちのあらゆる願い以上に、神の栄光を第一とします。私たちの祈りの第一の目的は、私たちの個人的必要を満たしてもらうことではなく、私たちの神を礼拝・崇拝することであることを、これは私たちに思い起こさせます。古代の祭りでは、すべてがまず神にもたらされ、次に礼拝者たちに与えられ、礼拝者の種々の用に供されました。「それはすでにエホバの足下に置かれたものである」という事実のゆえに、それを使用するのは神聖なことでした。ですから、真にこの祈りを祈ってその意義の中に十分に入り込める人は、この祈りの他のすべての願い求めに関して二倍の祝福を受けることができます。私たちがまず神ご自身に満足して、神の栄光は私たちのあらゆる願いや関心事よりも大事であることを理解しないかぎり、最も高度な祝福を受ける用意は決して整いません。「私に何が起きようと、あなたの御名があがめられますように」と真に言えるようになる時、私たちはあらゆる祝福の実際を自分の心の中に得ます。


  これは至聖所の最も奥まった部屋であり、そこに唯一入れるのは、神聖な祝福――これが私たちの上に下って、私たちが彼に帰した栄光で私たちを満たします――を意識するようになった人だけです。彼の臨在の聖なる感覚、深遠な透徹した荘厳さ、天の静けさが、これらの聖なる言葉を真に祈れる心を満たし、この祈りが求める他のあらゆる祝福よりも優った祝福となります。


  愛する人よ、私たちは自分の祈りをこの聖所で、この天的水準に基づいて始めることを学んだでしょうか？そうなら、確かに、私たちは祈ることを学んでいます。


  真の祈りでは、次のことを認識すべきことを、
 これは私たちに教える。
 すなわち、神の王国の確立こそ神のみこころの主目的であり、
 すべての真のクリスチャンの最高の願いなのである。


  私たち自身の現世的・霊的必要よりも、この王国の確立のために私たちは祈らなければなりません。これは、祈りを要するあらゆる問題の真の解決法は神の王国の回復であることを意味します。人のあらゆる問題の真の原因は、人々が神の秩序から外れて、世界がその正当な主権者に反逆していることです。すべての人の心の中に、そして全世界に、この王国が再確立されないかぎり、祈り求められている祝福は実現されません。もちろん、個々人の心の中に神の王国が確立されることを、これは第一に意味します。しかし、それ以上に世界全体に確立されて、神の贖いの偉大な御旨が成就されなければなりません。これは要するに、私たちの主の来臨とその千年王国設立による、贖いの完成とその輝かしい達成を求める祈りです。これはなんと高遠な展望を祈りに与えることでしょう！これはなんと私たちのつまらない利己的心配や叫びから私たちを引き上げてくれることでしょう！献身的な牧者だったボルチモアのバッカス博士についての話です。「あなたは瀕死の状態であと三十分しか生きられません」と告げられた時、博士は人々に自分をベッドから起こしてひざまずかせてくれるよう頼みました。そして、博士は自分の人生の最後の三十分を費やして、世界の福音化のために一つの絶え間ない祈りをしたのです。確かに、それは祈りの生涯を終える素晴らしい場でした！しかし、主の祈りはこの高遠な主題をもって始まり、私たちに次のことを教えます。すなわち、これが常に、贖い主の王国のすべての臣民の第一の関心事・願いでなければならないのです。


  愛する人よ、私たちの祈りの多くがかなえられないのは、祈りの身勝手さのせいではないでしょうか？また、私たちは自分自身の益のために多くの努力を注いでいて、私たちの主の王国を少しも求めてこなかったのではないでしょうか？私たちの心が自己から引き上げられて、キリストと一つになって他の人々と御旨のためにとりなす時に臨む祝福ほど、大きな祝福はありません。私たちの主の御旨という重荷を心に担うこと、そして――まるで、私たちが手を挙げて祈ることと信仰を活用することに、その権益が全くかかっているかのように――日々それを絶えざる祈りによって彼と共に担うことほど、純粋な喜びはありません。「祈りが彼のために常になされるでしょう」が私たちの祝された主に関する約束の一つです。


  愛する人よ、私たちは自分たちのために祈ってきたのと同じくらいイエスのために祈ってきたでしょうか？世界に力と祝福を最も多くもたらす務め、私たちがそれから永遠の実という最大の収穫を刈り取ることになる奉仕は、習慣的に信仰を活用して、しっかりと粘り強く祈ることです。キリストの王国の発展のために、彼の教会とその働きのために、彼の奉仕者たちと僕たちのために、特に世界と自分自身のために祈るすべを知らないなおざりにされている膨大な人々のために祈るのです。ああ、霊的身勝手さから目覚めて、「あなたの王国が来ますように！」という願い求めの意義を学ぼうではありませんか。


  真の祈りは神のみこころに基づくものであり、
 それによって制限・奨励されるものであることを
 これは私たちに教える


  これは自分が欲するから求めることではありません。なぜなら、すべての真の祈りの第一の条件は、自分自身の願望を否むことだからです。それは、代わりに神のみこころを願い、受け入れるためです。しかし、これを実行して、私たちの御父のみこころを私たちの願いと求めの基準として認めた後、私たちはさらに次のことを行わなければなりません。すなわち、私たち自身の願い求めを――それが彼のみこころと一致しているなら――神のみこころと同じくらいの力と粘り強さをもってしなければならないのです。ですから、この願い求めは祈りを制限するものではなく、むしろ、実際には私たちの信仰を確証するものであり、「このように彼のみこころと一致している願い求めは必ず成就されなければなりません」と要求する権利を私たちに与えます。ですから、「あなたのみこころがなされますように」というこの短い文章に私たちの多くはおののいてきましたが、この祈りほど強力で、確実で、祝福に満ちた祈りはありません。これは私たちの幸福をことごとく葬り去る死の弔鐘ではなく、実現しうるあらゆる祝福を保証するものです。なぜなら、私たちを祝福することが神のみこころのとき、私たちは祝福されるからです。御父のみこころを知るまで自分たちの願いを保留して、その後、彼のみこころにしたがって求める人々は幸いです。彼らは彼ご自身の力強い約束の高みに至ることができます。「あなたたちがわたしの中にとどまり、わたしの言葉があなたたちの中にとどまっているなら、何でも望むものを求めなさい。そうすれば、それはあなたたちにかなえられます」「主はこう仰せられる（中略）わたしの子たちに起こることについて、わたしに求めよ。わたしの手のわざについてわたしに命じよ」。私たちに対する神の最高のみこころが成就されること以外の何を、私たちは自分たちや他の人々に関して求められるでしょう？


  このみこころを知るにはどうすればいいのでしょう？少なくとも、御言葉と御約束からいつでもそれを知ることができます。聖なる御言葉が約束しているものを求めるとき、私たちは神のみこころの無限の境界線を踏み越えていないことを大いに確信することができます。私たちは直ちに、まさしく天の銀行で、この約束を直ちに処理してもらえます。そして、全能の御力と信実な勅命のかぎりを尽くしてそれを果たすよう、要求することができます。「天で行われているように」というこの追加の句はまさに、次のことを意味します。すなわち、この願い求めが成就されるとき、地は天に変わり、天が私たち一人一人の生活の中にもたらされるのです。ただしそれは、私たちがこの高遠な祈りをどの程度するのかに応じてです！この願い求めは、ですから、絶対服従の精神を意味する一方で、無限の信仰の高みに至ります。


  愛する人よ、私たちはこれを理解して、「あなたのみこころが天で行われているように地でも行われますように」とこのように祈ることを学んだでしょうか？


  あらゆる天然的・現世的願望について祈るのはかまわないが、
 地的必要をすべて顧みてくださる私たちの父に対する
 信頼に満ちた依存の精神を伴うべきことを
 これは私たちに教える


  「今日、日毎のパンを私たちに与えてください」という句は、神のすべての子供に、御父の支援・供給する愛を要求する権利を与えます。素晴らしいことに、現世の必要に対する祈りと信頼によって、私たちはどれほど多く霊的祝福を受けることでしょう。造物主以外のものにより、あるいは、人による十二分な備えにより、神の直接的干渉や顧みから自立しようと努める人々は、霊の命の豊かさを大いに失いますし、神の個人的摂理をごく単純で些細な日常生活の関心事から切り離してしまいます。支援のための手段や祝福をもたらす現世的なつてはみな、御手に直接由来するものと私たちは理解すべきです。そして、仕事や生活上の関心事をすべて神の指示と祝福に委ねるべきです。


  同時に、単純さと日毎の信頼の精神を持つべきことをこれは意味します。私たちが求めるのは将来のパンではなく今日のパンです。豪華なパン、贅沢なパン、ごちそう、饗宴ではなく、日毎のパンです。いや、むしろ、最高の権威を持つ人々の訳によると、「十分なパン」です。私たちのために真に最善であると神が見なしておられるパンです。それは常にパンとバターとはかぎりません。質素なパンかもしれませんし、時にはぎりぎりのパンかもしれません。しかし、神はそのようなパンでも足りるようにしてくださいますし、それに祝福を加えてご自身の命と力を分け与えてくださいます。それで、私たちは荒野における私たちの主のように、「人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出る一つ一つの言葉で生きる」ことを知るようになります。これが意味するのは、要するに、自分の日毎の分け前で満ち足りて満足する精神、毎日新しい明日が来るたびに私たちを顧みてくれる神の知恵ある信実な御手に信頼する精神です。


  愛する人よ、あなたはこのように自分の生活全体を神に委ねて現世の事柄のために祈ることを学んだでしょうか？日毎に信頼する精神、あなたの質素な分け前とあなたの御父の知恵と信実さに感謝しつつ満足する精神で、それを神に委ねているでしょうか？


  真の祈りには、神のあわれみの必要性に対する
 自覚が常に伴うべきことを
 これは私たちに教える


  この願い求めには二つの翻訳があります。「私たちの違反を赦してください」と「私たちの負い目を赦してください」です。これは意外なことではありません。嘆願者は次のように心底感じているかもしれません。「意識的にわざと不従順だったり罪を犯したりした覚えはありませんが、神の聖が要求する高い標準と比べたら、また自分自身の理想と比べても、無限の負い目、怠慢、欠点があるかもしれません」。鋭敏できわめて活発な霊の持ち主なら、さらなる目標――自分が目指すだけでなく、神も目指しておられる目標――を感じなくなる地点に達することは決してありません。おそらく「私たちの咎を赦してください」とは良心的に言えない場合でも、「私たちの負い目を赦してください」と言う必要がなくなることはないのです。


  自分自身の欠点を覚えるとき、私たちは絶えず私たちの大祭司の功績と義に身を委ねずにはいられませんし、彼のとりなしに永遠に拠り頼みつつ、その御名の中で祈らずにはいられません。これによりきわめて無価値な者でも「大胆に恵みの御座に進み出て」「あわれみを受け、時機を得た助けとなる恵みを見いだす」ことができます。罪を犯しては悔い改めることを絶えず繰り返すよう、私たちの主は私たちに要求しておられる、という意味ではありません。なぜなら、この祈りの最後の願い求めは、あらゆる悪からの解放を求めるものだからです。主は恵み深く最低の水準まで降りてきてくださいますが、この祈りを様々な水準で祈れるようにしてくださいます。それは最高の聖徒の経験も網羅するためです。また、きわめて卑しい悔悛者が実際の罪に対して感じるがさつな感覚だけでなく、きわめて聖なる霊の持ち主が感じる繊細な感覚にも応じるためです。


  この願い求めをするにはまず、嘆願者は真摯な赦しの精神を持つ必要があります。赦しを求める祈りをかなえてもらうには、これが不可欠です。このギリシャ語構文とアオリスト時制から、それが意味するとても実際的なニュアンスがわかります。つまり、自分たちに対してなされた損害を赦すときはじめて、私たちは神の許しを求めて祈ることができるのです。意訳するとこう訳せるでしょう、「私たちに対して咎を犯した人たちを私たちはすでに赦していますが、そのように私たちの咎もお赦しください」。


  ですから、たとえごく控え目なあわれみを求める場合でも、祈りをかなえてもらうには、ある霊的状態が不可欠です。それ抜きで祈ることはできません。苦々しさで満ちている魂は、神に近づいて交わることができません。ですから、次のことの正しさが推察されます。すなわち、何らかの他の罪や罪深い状態を抱いている魂は、そのせいで、恵みの御座に近づけないのです。これは旧約聖書が示す真理であり、新約聖書の豊かな恵みのかぎりをもってしても揺らいだり弱まったりしません。「もし私が心の中で罪科を思っているなら、主は聞いてくださいません」が、ダビデですら彼の悲しい厳粛な経験の中で学んだ教訓でした。「私は両手を洗って罪のないことを示し、あなたの祭壇の周りを巡ります」が、聖なる方との交わりを許される永遠の条件です。最も罪深い人々でもあわれみを求めて御許に行けますが、自分たちの罪を捨て去って、他の人々の罪を無代価で赦さなければなりません。とりわけ、赦されない罪が二つあるように思われます。一つは、聖霊と聖霊によって示される救い主を意図的に拒否する罪、つまり、意図的不信仰の罪です。もう一つは、赦さない罪です。


  祈りは、人生で出会う誘惑に対する真の武器・安全策であること、
 また、私たちは霊の敵どもからの神の保護を
 要求する権利を持っていることを
 これは私たちに教える


  「私たちを誘惑の中に導かないで」というこの願い求めは、疑いなく、私たちの霊的戦いの戦場全体を網羅しています。また、その最大の意味は、私たちの霊の敵どもに対して身に着ける必要があるすべての武具についてである、と解釈できます。その厳密な意味は、どんな誘惑にも遭わないよう祈ることではありません。なぜなら神ご自身がこう仰せられたからです、「誘惑を耐える人は幸いです」「さまざまな誘惑に遭う時は、それをすべて喜ばしいことと見なしなさい」「忍耐を完全に働かせなさい」。これがむしろ意味するのは、「私たちを誘惑の危機の中に導かないでください」「私たちが誘惑に支配されたり、耐えられない試みを受けたりしないよう、私たちを導いてください」ということです。人々に臨む数々の霊的な試練や危機――それらはあまりにも大変で彼らには耐えられません――がありますし、大勢の人が陥る数々の罠があります。神ご自身が特別に約束しておられること、そして、この祈りが実現を求めている約束は、彼らがそのような危機にいっさい陥らないことであり、むしろ、あまりにも過酷な試みの状況に陥らないよう守られ、隘路を切り抜けさせてもらい、危険から安全に守られることです。


  これが「主は敬虔な人を誘惑から救うすべをご存じです」という御言葉の意味であり、また、さらに恵み深い一コリント十・十三の約束「あなたたちが遭った誘惑で、人の常でないものはありません。神は信実であって、あなたたちが耐えられないような誘惑に遭うことを許されません。むしろ、あなたたちがそれに耐えられるよう、その誘惑と共に逃れる道をも設けてくださいます」の意味です。罠によって滅びる人の多さや、道が往々にして狭くなることを思う時、次のことを知るのはなんという慰めでしょう。すなわち、私たちの技能では全く太刀打ちできない悪魔の策略や狡猾な敵どもに遭遇する恐ろしい危機の時、神の神聖な守りを要求することを主は私たちに許してくださっているのです！


  主はゲッセマネの園で、暗闇の力と権威の時、弟子たちに厳粛な警告をお与えになりました、「誘惑に陥らないよう、目を覚まして祈っていなさい」。そしてこれがその時、主ご自身が取った安全策でした。使徒はこれを、私たちの霊的戦いに関する、知恵ある安全な常備薬として私たちに与えています。「祈りと願い求めのかぎりを尽くして御霊の中で絶えず祈り、そのために目を覚ましていて、根気と願い求めのかぎりを尽くしてすべての聖徒のために祈りなさい」「祈りの中に居続けて、感謝しつつ祈りの中で目を覚ましていなさい」。


  主の祈りにおける最高の願い求めは、
 完全な聖別を求める願い求めであり、それは
 悪のあらゆる他の形からの解放を含む


  「私たちを悪から救ってください」。これはしばしば「悪しき者から」と訳されてきましたが、中性形と矛盾していますし、昔の版の訳のように、「悪の創始者」よりは「あらゆる形の悪」と訳す方がいたって自然です。この訳の方がクリスチャンには得心がいきます。悪しき者に由来しない悪の形がたくさんあります。悪魔に対抗して祈るのと同じくらい、自分たちのために祈る理由があります。また、この願い求めは特別な誘惑だけでなく、物質的な悪も網羅します。これは、ですから、悪たりうるあらゆる形の罪、病気、悲しみに対抗する願い求めです。それは、堕落が私たちの霊・魂・体に及ぼしたすべての影響からの完全な解放を求める祈りです。それは四重の福音とイエスの豊かさを最高・最大に反響させる祈りです。それは、次のものを私たちは期待できることを、私たちに教えます。すなわち、罪の力に対する勝利、病気の襲来に対する助け、あらゆる悲しみに対する勝利、あらゆることが神の最高の御旨にしたがって共に働いて益となる生活です。確かにこのような祝福を求める聖霊の祈りは、それがかなえられる最高の保証です！それがすべて豊かにかなえられるよう求めることを恐れないようにしましょう。


  祈りはすべて、賛美と信仰の確信をもって
 終わらなければならない


  主の祈りは、最も正確な写本によると、実際には「私たちを悪から救ってください」で終わっていますが、後の写本には「なぜなら、王国と力と栄光は永遠にあなたのものだからです。アーメン」という結語が含まれています。この言葉を私たちの主が述べられたかどうかはきわめて疑わしいですが、この言葉はキリスト教圏では常套句になっているため、これから最後の教訓を引き出してもかまわないでしょう。


  この栄唱は賛美と献身の精神を表明します。私たちが求めたことに対する権威と力を私たちは神に帰します。そして、その栄光を御名に帰します。その後、神がそうしてくださることへの私たちの確信のしるしとして、私たちはアーメンを付け加えます。それはたんに「そうなりますように」を意味します。事実、それは信仰です。この信仰は御座に昇って、謙遜に願い求めたことをイエスの御名の中で謙遜に要求・命令します。私たちの主は、祈りをかなえる条件として、この信仰の要素と、ご自身の信実さに対するこの感謝と承認とを要求されます。ですから、信仰によって「アーメン」と付け加えないかぎり、どんな祈りも完全ではありません。


  以上がこの普遍的祈りの基本的教えです。何度私たちはこの祈りを口にしてきたことでしょう！愛する人よ、これは今日私たちの心を探って、私たちが祈りと称しているものの不完全さ、身勝手さ、偏狭さ、不信心さを私たちに示したでしょうか？今後はこの含蓄ある言葉を、もっと深い思慮をもって繰り返そうではありませんか。また、これらの言葉を今まで以上に厳粛な理解をもって熟考しようではありませんか。これらの言葉の真意が私たちに伝わるまでそうしようではありませんか。これはあらゆる祈りの要点であり、考えうるあらゆる必要と祝福の表明であり、天上の御座を絶えず取り巻いている軍勢の言葉のような言葉です。そうするなら確かに、御国が到来して、御旨が天で行われているように地でも行われるでしょう。


  麗しい祝された祈りです！これは最も聖なる命の関係をなんと思い起こさせることでしょう！これは堕落のどん底にある放蕩者を最後までなんと追いかけていくことでしょう！これは聖徒の霊の命の深化と共になんと広がっていくことでしょう！これは世を去って御座に行こうとしているクリスチャン――今や御座に向かって羽ばたく準備が整っています――の最後の願望と愛慕をなんと軽やかに運んでくれることでしょう！今から後、これを私たちにとってさらに親密で、さらに現実的で、さらに身近で、さらに広範で高遠なものにしようではありませんか。なぜならこの祈りは、恵みの御座に向かって祈り、はばたくことを私たちに教えてくれるからです。そして、ああ、これを読んでいる人の中に、この祈りをしばしば唱えてきたものの、「私たちの父よ」と言う権利を持たずにそうしてきた人、あるいは、心を探るその意味を理解する能力に欠けたままそうしてきた人はいるでしょうか？もしいるなら今この時、愛する読者よ、立ち止まってください。そして、何年も前にその優しい言葉づかいをあなたに教えてくれた人、しかし今は苔むした墓の中で静かに眠っている人の唇を、涙と共に思い出しつつ、この母親の神、この父親の神、この姉妹の神の足下にひざまずいてください。そして、もしあなたに「私たちも自分に負い目のある者をみな赦しますから、私たちの罪を赦してください」と進んで言う気があるなら、あなたは永遠の希望と交わりの中で、これらの言葉を最初にあなたに聞かせてくれた人々と一緒に、「天におられる私たちの父よ」と大胆に付け加えることができます。


  南部の病院の寂しいベッドの上で、瀕死の兵士が横になっていました。あるクリスチャンの友人が彼に会ってキリストについて話そうとしましたが、不敬虔な嘲笑と共に追い返されてしまいました。一、二度、その友人は彼の心に手を差し伸べようとしましたが無駄でした。しかしついに、ただベッドの横にひざまずいて、優しく主の祈りを、ゆっくりと厳かに繰り返しました。立ち去るために彼が立ち上がった時、この不敬虔な人の目は涙で濡れていました。彼は涙を拭い去って自分の感情を隠そうとしましたが、とうとう根負けして言いました、「私の母がそれを五十年以上前に教えてくれたのですが、それをまた聞いて私はすっかり打ちのめされてしまいました」。その伝道者は、神の御声を邪魔したくなかったので、立ち去りました。次に彼が訪問した時、その患者はいなくなっていました。看護婦を呼んで患者について尋ねたところ、こう告げられました。「あの兵士が亡くなる一日か二日前の晩、亡くなる直前に、あの方が『天におられる私たちの父よ』という言葉を繰り返すのを聞きました。その後、しゃがれ声で、『お母さん、今から行くよ！神は僕にとってもお父さんだから』と付け加えたようでした」。


  親愛なる友よ、この古い祈りを、地上で最も愛する人々との聖なる絆、天の門への足掛かりとしなさい！


  



  第二章 祈りの勧め


  
    そこで彼は彼らに言われた、「あなたたちのだれかに友人がいて、真夜中にその人の所へ行き、こう言ったとします、『友よ、パンを三つ貸してください。私の友人が旅の途中、私の所に来たのに、彼に出すものが何もないのです』。するとその人は答えて言うでしょう、『煩わせないでくれ。もう扉は閉まっているし、子供たちは私と一緒に床についている。起きて何もあげることはできない』。わたしはあなたたちに言います、自分の友人だからということで、起きて何もくれなくても、そのしつこさのゆえに、起きて、必要なものを与えてくれるでしょう。そこでわたしはあなたたちに言います。求めよ、そうすれば与えられます。捜せ、そうすれば見いだします。叩け、そうすれば開かれます。なぜなら、すべて求める者は受け、捜す者は見いだし、門を叩く者には開かれるからです。あなたたちのうちで、自分の子がパンを求めているのに、石を与える父がいるでしょうか？あるいは、魚を求めているのに、魚の代わりに蛇を与えるでしょうか？あるいは、卵を求めているのに、さそりを渡すでしょうか？あなたたちは悪い者であっても、自分の子供に良い贈り物を与えることを知っているとするなら、なおさらあなたたちの天の父は、ご自身に求める者たちに、聖霊を与えてくださいます」。（ルカ十一・五～十三）
  


  これが祈りに関する私たちの救い主の二つ目の教えです。彼の一つ目の教えは、祈りの実際の例でした。これは祈りに対する特別な勧めをいくつか示しています。この勧めは私たちの父であり友である神の恵み深い顧みによって与えられたものであり、祈りの性質と精神に関するいっそう深い説明でもあります。


  祈りの勧め


  神は私たちの父です。これはすでに主の祈りの冒頭の言葉によって示唆されていますが、この節は地上の親と天の親を比較することによってそれを詳述しています。「あなたたちは悪い者であっても、自分の子供に良い贈り物を与えることを知っているとするなら、なおさらあなたたちの天の父は、ご自身に求める者たちに、聖霊を与えてくださいます」。神は父であるだけでなく、地上のどんな父よりも遥かに優っておられます。これは私たちの多くに対してなんと多くの内容を伝えてくれることでしょう！家庭に関する記憶の中に、父親や母親の愛と顧みのありがたさの記憶のない人も少しいます。あるいは、両親のいない人の場合、なおさら、おそらく、その孤独な心はその深い必要を感じて、父親の愛情と手を求めて手を差し伸ばしてきたことでしょう。自分自身を超えた知恵や能力が必要な、何らかの重大な緊急事態のとき、「ああ、私のお父さんがここにいてくれさえすれば」と感じなかった人が私たちの中に誰かいるでしょうか。あるいは、おそらく、神に向かって、「もし今、あなたが私の地上の父親だったなら、あなたは私の傍に座って、私に自分のとまどいをあなたにすっかり打ち明けさせてくださったでしょう。そして、私にどうすべきかを告げて、それから、私自身にはできないことを私のために行ってくださったでしょう」と言わなかった人が私たちの中に誰かいるでしょうか。しかしそれでも、神の臨在はまるで私たちが神を見ているかのように現実的であり、私たちは自分の心を、そのすべての恐れや悲しみと共に、自由に注ぎ出すことができます。また、いかなる地上の父親の愛や助けもなしえないほどに、神は私たちに耳を傾けて助けてくださることを、私たちは経験することができます。おそらく、私たちの子供時代を思い出すよりも、私たち自身が父親や母親になるときに、これはよりよくわかります。両親の愛を一つでも感じたことのある人で、これを理解できない人が誰かいるでしょうか？それは、その対象が無力・無価値でも、変わらない愛です。それは愛する者のためにすべてを、命そのものさえも喜んで犠牲にする愛です。しかし、その愛はそもそも神のふところからすべて発したものであり、依然としてさらに無限の貯えがそこにあります。この「さらに」の深さ、長さ、高さに匹敵するのは、無限と人との間の距離くらいしかありません。あなたが自分の子供を愛するよりもさらに多く、神はあなたを愛しておられます。あなたが与えたり犠牲にしたりするものよりもさらに多く、神は与えようとしておられますし、すでに犠牲にしておられます。父親に対するあなたの信頼や求めよりもさらに多く、あなたは思い切って神のみもとに持ち出せます。神の知恵は誤ることがさらに少なく、神の力はさらに果てしなく、神の愛はさらに無尽蔵です！ですから、私たちの人間経験というささやかなアルファベットで神の愛をすべて綴って、「天におられる私たちの父よ」という祈りのいっそう深い意味を学ぼうではありませんか。


  神は私たちの友です。「あなたたちのだれかに友人がいて」。これもまた、私たち一人一人の実際の経験からその意味がすべてわかります。一人も友のいない人、ある意味で父にも優る友のいない人がいるでしょうか？最も強い永続的な地上の絆である血縁から生じたものではない親密さがそこにあります。ヨナタンはダビデにとってエッサイ以上の存在であり、テモテはパウロにとって実の息子以上の存在でした。自分の友は私たちにとってどれほど大事なことか！一人一人友を数え上げて、一つ一つ愛の行いと絆を思い出し、彼らを信頼できる理由と彼らが私たちを助けてくれた事をすべて思い出しましょう。それから、思い出と愛情の重さに専念しつつ、神にこのような信頼を寄せて、神はこれとは比較にならない方であると考えましょう。私たちの友！個人的に私たちに関心を寄せてくださる御方、私たちを心に留めてくださる御方、私たちと懇意にしてくださる御方、言い尽くせない交わりの優しい繊細な親密さの中で私たちに近づいてくださる御方、このような恵み深い言葉を私たちに語りかけてくださる御方、このようにかけがえのない数々の誓約と約束を私たちに与えてくださる御方、私たちのためにこれほどのことをしてくださる御方、このような尊い犠牲を払ってくださった御方、どんな問題も引き受ける覚悟あるいはどんな代価を払っても私たちを助ける覚悟があると思える御方――この御方に私たちは祈りの中で近づきます、この御方は私たちの天の友です。


  彼は逆境の時の友です。この箇所に示されている事例は困難なものです。嘆願者は大きな必要を抱えています。両手に悩みの種を抱えて、それに対処する手段が全くありません。それは私たちの生活の何らかの非常事態を意味するのかもしれません。快晴の時しか友人でない人々とはちがい、神は常に友でいてくださいます。


  
    私たちの陽光を浴びて暮らしていた友人たちは


    冬がやって来ると、逃げてしまった。


    そして、涙しか与えるものがない者は、


    一人でその涙を流す羽目になる。
  


  しかしこの友なる御方は、特に欠乏している時に助けを乞う権限を私たちに与えてくださいました。「わたしを呼び求めよ」と彼は述べておられます。「悩みの時に。わたしはあなたを救い、あなたはわたしをあがめよう」。「神はわれらの避け所また力、悩みの時のいと近き助け」。「あなたは私の魂の悩みを知っておられます」と、きわめて厳しい圧迫下で神の信実な友情を実証した人は証ししています。「落胆している者を慰めてくださる神」「あわれみの父、あらゆる慰めに満ちた神」が彼の選り抜きの御名であり称号です。ですから、自分の悲しみや恐れを御前に持ち出すしかない時でも、彼のみもとに行くことを恐れないようにしましょう。私たちは歓迎してもらえます。彼はきわめて困難な問題でも解決できます。彼が御座についておられるのはまさに、必要な時に助けを与えるためです。たとえ状況が全く絶望的で、このたとえ話の暗い真夜中のように暗い時だったとしても、あなたの重荷を主に委ねなさい。そうです、あなたの心配を主に委ねなさい。なぜなら「彼はあなたを顧みて」くださるからです。また、「主は心の砕けた者の近くにおられ、悔いた霊の者を救われる」からです。


  彼は順境の時だけでなくきわめて不遇な時でも、常に友でいてくださいます。このたとえ話は一人の人の物語です。彼は、歓迎される合理的理由が皆無の時に友人のもとに行きました。時は真夜中でした。扉は閉まっており、文字どおりかんぬきがされていました。家は夜のあいだ閉ざされていました。呼び出しの時はとっくに過ぎていました。それにもかかわらず、その門は開かれ、この嘆願は聞き届けられ、便宜が与えられました。この気乗りしない地上の友人の意味が何であれ、確かに次のことがわかります。すなわち、絶望的な極度の困難や状況のときでも、こうした理由で彼が耳を傾けて助けてくださらないことは決してないのです。神の恵みの特異な点は、人なら助けを拒もうとする時でも神は助けてくださることです。その最高の戦勝記念碑は、あわれみはとうの昔に過ぎ去って希望が永遠に死に絶えたかのように思われた時と関係しています。


  あの邪悪な王のマナセを見てください。彼は半世紀のあいだ神の預言者や聖徒を残忍に殺戮しました。聖なる神聖なあらゆるものの残骸で、彼は文字どおり自分の残忍さを涵養しました。その後、天罰の御手が彼を打ち、彼を異国の牢獄の捕囚にし、惨めな老年を過ごさせました。このような人の祈りは不敬だと人なら思ったでしょう。当然受けるべき無慈悲な刑罰を逃れようなどという彼の考えに天は耳をふさぐだろうと思ったでしょう。しかし、この晩年にマナセが苦しみの中から主に向かって叫んだところ、主は彼に耳を傾け、彼をあわれみ、彼のすべての罪を赦し、彼を再び彼の王国に戻されたのです。その時、主が神であることをマナセは知りました。「時すでに遅し」「あわれみの扉は堅く閉ざされている」とだれも二度と言えないことは確かです。


  あのニネベの都を見てください。ニネベは諸国民の迫害者であり、アッシリヤの高慢な女王であり、イスラエルとユダに対する鞭であり、あらゆる忌むべき偶像崇拝を誇る社でした！とうとうその不法は天に達し、預言者ヨナが遣わされて、その速やかな避けられない破滅を宣言しました。「四十日後に、ニネベは滅ぼされる」。その都の王たち、僧侶たち、皇子たち、農民たちはひざまずき、ひれふして悔い改めの祈りをしました。すると閉ざされていた門が開かれ、あわれみの扉が開錠され、この恐るべき布告は撤回され、ニネベは神のあわれみの記念碑となりました。通りの子供たちや牛舎の牛たちが、神の優しい同情心の対象として明確に述べられているのです。


  ヘゼキヤ王を見てください。栄華の盛りに、「あなたの家を整理しなさい。あなたは死にます。生きながらえることはできません」という使信が臨みました。確かにそれは墓の門を閉ざして塞ぐもののように見えました。その宣告は破滅の声のように彼の耳に響きました。しかし、その時ヘゼキヤは祈りました。それは哀れな、おののきながらの祈りでした。「私は朝まで考えていました。獅子のように、彼は私のすべての骨を砕かれます。日夜、あなたは私を終わらされます。鶴やつばめのように、私は鳴き騒ぎ、はとのように、私はうめきます。私の目は上を仰ぎ見て衰えていきます」。この打ちひしがれた祈りの喘ぎには信仰がわずかしかありませんでしたが、神の御心に届きました。そして、不可避で情け容赦ないように思われたその宣告は変更されました。その厳しい言葉――それは堅い石のように命への道を塞ぎ、そして、避けられない墓のように思われる冷たい石の門を開きました――は、変更されました。そして、その使者は「わたしはあなたの寿命に十五年加えましょう」という恵み深い執行猶予を携えて送り返されました。


  このような友に私たちは祈るのです。この御方は私たちとあらゆる強力な障害との間に立ってくださいます。物質的力、自然法則、人間的もくろみ、神の裁きの扉と私たちとの間に立ってくださいます。そして、愛の御手をもって、最高に豊かな祝福――それを彼は信頼に満ちた従順な心に賜ることができます――と私たちとの間に立ちはだかるすべての障害物を取り除いてくださいます。「あまりにも難しすぎる」「時すでに遅し」などともはや思えないのではないでしょうか？彼は窮地の時を必要としておられます。それは全能の力をもって介入するために彼が選ばれた時です。「神は夜明け前に、これを助けられる」がシオンに対する彼の御声です。


  力ある主は瀕死の少女の床に呼ばれましたが、その道すがら、ある貧しい無力な女性のために時間を割かれました。その女性は、彼の衣に触れて癒されました。しかしその間に、少女の命は消えてしまいました。そして、人は不信仰なことに、「もはや手遅れ」ということで主の訪問をさっさと取り下げてしまいました。「あなたの娘は亡くなりました。先生を煩わすには及びません」。その時、主の力強い強力な愛が湧き起こって、力と勝利の輝かしい高嶺に至りました。「恐れてはいけません」と主は穏やかに返答されました。「ただ信じなさい。そうすれば娘はよくなります」。


  そうです、真夜中でも御許に行こうではありませんか。なぜなら、イスラエルを守る方はまどろむことも眠ることもないからです。他の扉はすべて閉ざされ、天さえも青銅のように思われたとしても、御許に行こうではありませんか。なぜなら、祈りの門は常に開かれているからです。太陽が沈んで、枕に荒野の石しかない時はじめて、私たちは天に届く梯子を目にします。その梯子の上には私たちの無限の神がおられ、神の摂理の御使いたちが私たちを助けて解放するためにその梯子を上り下りしています。「常に祈るべきであって、失望してはなりません」。


  彼は私たちを欺かない友です。彼は私たちにパンの代わりに石を与えたりはされません。つまり、不毛で無価値な空しい答えではなく、実際的な満足できる祝福を与えてくださるのです。私たちが来て魚を求める時、彼は私たちに蛇を与えたりはされません。つまり、有害な贈物、あるいは、誘惑や霊的悪といった隠れた罠を含むようなものを与えたりはされません。私たちが盲目な状態で求めるものの多くには、とぐろを巻いた蛇が含まれています。しかし、神は私たちを大いに愛しておられるので、そのような祈りをかなえるわけにはいきません。それゆえ、時として、私たちの願い求めを修正・拒否せざるをえません。それは彼が天におられる私たちの真の父だからです。これを彼に任せることを恐れてはなりません。また、「それらが私たちを害することがありませんように」というきわめて大胆な要求をすることを恐れてはなりません。なぜなら、最大の祝福を与えてくださる方は、それが利己的な偶像や霊的呪いにならないようにする恵みを与えることができるからです。人々は時々言います、「神が私を癒してくださるとき、あるいは、私が祈り求めている何らかの現世の祝福を私に与えてくださるとき、それは私にとって最善ではないのではないかと私は恐れます」。私たちは賜物だけでなく恵みについても彼に信頼できるのではないでしょうか？


  また、私たちの父は私たちが卵を求めているのにさそりを与えたりはされません。つまり、後に苦さや痛みを残すようなものを与えたりはされません。「主の祝福が人を富ませ、彼はそれに何の悲しみも加えない」。なんとたくさんの地上のバラが枯れて、永続する棘を残すことか。地上の杯からのなんと多くの滴の中に、喜びの滴よりも多くの毒くずが含まれていることか！なんと多くの愛や友情が、別れの悲しみや苦い記憶しかもたらさないことか。しかし、天が私たちに与えるものはみな、永続する喜びです。私たちが求めるいっさいのものについて彼に信頼しましょう。そうすれば、彼の愛と信実さを歌うべき永遠の動機を私たちは得るでしょう。


  この友は豊かに与えてくださいます。「起きて、必要なものを与えてくれるでしょう」。私たちの父の家には十分なあり余るパンがあります。彼はさらに豊かです。三つのパンを彼は飢えた旅行者にお与えになりました。いいえ、三つというのは求められた数であって、彼はもっとたくさんお与えになったように思われます。必要なだけ喜んでお与えになったように思われます。この三つのパンは私たちの三重の命とその各部――霊・魂・体――に対する神の完全な備えを示唆しているのかもしれません。私たちは十二分な量を求めてきたでしょうか？私たちは今日満足していて、私たちのもとにやって来る飢えた旅行者たちのためにありあまるほどの命と愛で満ち溢れているでしょうか？彼はそれを貸してくれるよう求めただけでしたが、それを贈物として受け取りました。求められたお返しは感謝と愛でした。ですから、私たちの父と私たちの友は、「彼の栄光の富にしたがって、キリスト・イエスにより」私たちのすべての必要をいつでも供給してくださいます。


  
    私の魂よ、自分の望むものを求めなさい、


    大胆すぎることなどありえません、


    ご自身の血をあなたのために彼は流されたからです、


    他の何を彼は差し控えられるでしょう？


    


    あなたのありったけの願いを超えて、


    彼の力と愛は祝福できます。


    信頼する人々に対して彼は


    彼らが言い表せる以上に与えることを喜ばれます。
  


  祈りに関する手引き


  祈りの最も単純な形は求めることです。「求めよ、そうすれば与えられます」。これは祈りのごく初歩的な形です――ごく単純な言葉や方法で自分の嘆願を神に伝えます。私たちはまぎれもなく次のように教わっています。ごく平凡で不完全な要望でも、恵みの御座で真摯に述べられるなら、私たちの天の父はそれに注意を払って応答してくださるのです。ひょっとしたら、誠実な心で求めた結果が空しく終わることは決してないのかもしれません。たとえ、無知や経験不足のせいで、効果的な祈りの原則や条件を部分的にしか理解していなかったとしてもです。幼児の無力な叫びが母親の心に届くのに優って、神の子供たちの口から発せられた欠乏と嘆願の喘ぎはごくかすかなものでも神の心に届くのです。


  より高度な祈りの形があります。「捜せ、そうすれば見いだします」。これが意味しているのは答えを受けるまで神を待ち望む祈りです。神の指示に従順に従って、その答えを追い求めて、ついには求めるものを、光であれ、健康であれ、高き所からの力であれ、すべて見いだす祈りです。


  これは主に聞き、主の答えを聞くために耳を澄まし、それにすぐ従う祈りです――「日々彼の門の傍らでうかがい、彼の戸口の柱のわきで待つ」。「主を知ることを求め続け」るなら、それに続いて、全き光、助け、祝福を見いだします。なぜなら、祈りは求める以上のことだからです。祈りは受けること、待つこと、主を学ぶことであり、会話、交わりです。その中で主は多くのことを語られますし、私たちも多くのことを学びます。この祈りにより私たちは頻繁に主の平安、主の天的な愛と力のバプテスマ、生活上の問題の主による解決を受けてきました。これについて主は次のような約束をたびたび繰り返して述べておられます、「あなたを待ち望む者がはずかしめを受けませんように」「わたしはヤコブの子孫に『わたしを尋ねるのは無駄だ』とは言いませんでした」「主を求める者たちはどんな良いものにも欠けることはない」。なぜなら、祈りは物を求めることである以上に、主ご自身を求めて、あの交わりの中に押し入ることだからです。この交わりは他のあらゆる賜物よりも優っており、それと共に必要な祝福をすべてもたらします。


  叩く祈りがあります。この祈りに対して「叩け、そうすれば開かれます」という約束が与えられています。これは求める以上のことです。これは人生の大きな障害、閉ざされた扉のような状況、青銅の門、堅固な山々のような妨げを乗り越える祈りです。この祈りは、昇天された主の御名の中で、また、調停者としての主の権利と力との交わりの中で、すべての障害物をくぐり抜け、すべての敵を踏みにじります。これは天の門を叩いて、気乗りしない神から答えを強要する祈りというよりは、答えと約束を受け取って、それを敵の門にぶつけて――信じるイスラエルの軍勢の歩行と叫びの前にエリコの壁が崩れたように――打ち倒す祈りです。これは私たちの昇天された主の傍らでなされて、主が与えると約束されたものを要求し、その力ある御名の中で、主がすでにご自身の王的祭司職とすべてに打ち勝つとりなしによって命じておられることを命じさえする祈りです。これは神の全能の力を握って、それを私たちの全能なるかしらとの交わりの中で用いる信仰です。そしてついには、御名がみこころに逆らうすべてのものに打ち勝ち、曲がったものは正され、青銅の門は開かれ、鉄の枷は粉々になるのを目にすることになるのです。


  それは神と共に山の上に立ったモーセのようです。ヨシュアが眼下の平野で戦っている間、モーセが勝利の信仰を意味する両手を上げると、ヨシュアの軍勢はその上げられた両手と歩調を合わせました。その両手が上がると戦線を進め、下がると引きました。最終的に、高き所で振られた両手によって戦場で勝利が得られ、「エホバ・ニシ、主はわが旗」という記念すべき御名が宣言されました。この御名は代々にわたって私たちの標語となりました。こう記されています、「主は誓われたからである。主は代々にわたってアマレクと戦われる」。私たちの手が主の御座を握る時、主は私たちのすべての敵と戦われます。そして、敵は主の勝利のみこころの前に倒れます。


  それは自分の天幕でひざまずいたデボラのようです。その日、バラクがイスラエルの軍勢を率いてシセラの軍団を攻撃しました。デボラはこの輝かしい戦争の怒涛の趨勢を自分の卓越した心に感じ、自分の信仰と祈りの鼓動によって戦いの優劣を知りました。そしてついには、幻の平野でその戦いを戦い抜きました。そして彼女が最後の輝かしい攻撃を要求して、最後の敵に逃げるようエホバの御名の中で命じた時、おそらく彼女の目には戦場が全く見えていませんでしたが、彼女の勝ち誇る霊は信仰の勝利の中で叫びました。「ああ、私の魂よ、力強く踏みにじれ」。彼女の魂は敵を踏みにじりました。彼女の霊はエホバの力を意識して勝利しました。彼女の信仰は敵の門を叩いて、ついに堅固な壁は塵の中に崩れ落ち、青銅の門は粉々に粉砕され、空の旋風のように散らされました。これが「大いに力がある」「効果的な祈り」です。


  私たちはまた、大胆さとしつこさの精神で御許に進み出るよう教わります。「そのしつこさのゆえに、起きて、必要なものを与えてくれるでしょう」。これはとても難しい節であり、様々な解釈がされてきた節です。「救いの計画の哲理」の思慮に富んだ著者であるウォーカー博士は、聖霊についての彼の著書の中で、次のことを示そうとしています。すなわち、ここのこの言葉は「極度」を意味すること、そして、その言葉が伝える思想は、この人の願いがかなえられたのは、彼の絶え間ない祈りのためではなく、彼が直面していた極度の苦悩と困難な緊急事態のためだったということです。しかし、この見解に対する十分な根拠は見いだせません。ギリシャ語は文字どおりには「あつかましい（without shamefacedness）」を意味します。これは一テモテ二・九の「慎み深さ（shamefacedness）」という言葉の否定形であり、その正確な意味は大胆さと豪胆さです。次の真理に非聖書的な点は何もありません。この真理は、確かに、新約聖書の中で絶えず繰り返されています。すなわち、私たちは臆することなく、恵みの御座に大胆に進み出て、イエスのために、贖いによる自分の権利を完全に要求するべきなのです。「私たちは大胆に入ります」と御言葉は私たちに告げます。「それは彼の信仰によってです」「ですから（中略）イエスの血により大胆に至聖所に入り（中略）信仰の全き確信に満ちた信実な心で近づこうではありませんか」「ですから恵みの御座に大胆に進み出ようではありませんか」。


  祖国の運命がかかった危機の時、もしエステルが王の前に進み出るのをためらっていたなら、間違いなく、自分の祝福を失っただけでなく、祖国の命運を危険にさらしていたでしょう。もし慎み深いルツが自分の合法的な権利をボアズの足下で、近親者に関する律法にしたがって要求することを恐れていたなら、まちがいなく、彼の花嫁には決してならなかったでしょう。また、ダビデから始まって人の子で終わる、王たちの長い誉れある系図の源になることもなかったでしょう。疑いなく、私たちの不信仰な恐れや弱気な臆病さのせいで私たちは贖いによる多くの権利を失ってきましたし、私たちの復活・昇天した主の御名の中で嗣業を要求する大胆な輝かしい確信は神に喜ばれます。この美しいたとえ話の意味・教訓は次のことであると私たちは信じます――すなわち、私たちは大胆に私たちの父であり私たちの友である方に進み出るべきなのです。たとえ扉が閉ざされているように思われても、あるいは、いかなる落胆が私たちの道を横切ろうともです。ある人は「人が抱える問題で成功を収める秘訣は、多くの場合、豪胆さである」と言いました。少なくとも、クリスチャン生活と信仰には、聖なる大胆さなるものが存在します。それはきわめて深い謙遜さと矛盾するものではありません。また、そのおかげで、旧約聖書のモーセ、ヨシュア、エリヤ、ダニエル、そして、新約聖書のツロ・フェニキヤの女や栄えある信仰の使徒は勝利を得たのです。キリスト教時代における福音の真理と宣教の勝利の先駆者だったルターたちやカーレーたちについても同じです。


  おそらく、最も高度な祈りの務めは他の人々のための祈りです。この願い求めは嘆願者自身のためではなく、彼の友人のためでした。その友人は、旅の途中、彼の所にやって来て、食料貯蔵庫が空っぽで出すものが何もないことを見いだしました。文字どおりには、これは「途方にくれた」友人を意味します。


  それはなんと優しく人々――その人々のために私たちは絶えず私たちの天の友に進み出ます――の必要を示すことでしょう。このことを使徒ヤコブは祈りに言及して述べています、「互いに罪を告白し合い、互いのために祈りなさい。それはあなたたちが癒されるためです。義人の効果的で熱心な祈りは大いに効力があります」。次に、まさにこのことに特に言及して彼はこう付け加えます、「兄弟たちよ、もしあなたたちのうち、真理から迷い出た者がいて、だれかが彼を立ち返らせるなら、その人は知るべきです。罪人を誤った道から立ち返らせる人は（中略）おびただしい罪を覆うのです」。神に感謝します。私たちは道に迷ったこの人々――私たちの救われていない友人たち、私たちのさまよっている息子たちや娘たち、初めて主を見た時に経験した最初の愛と祝福から後退した私たちの兄弟たち――の問題を御前に持ち出すことができます。主は彼らの叫びを拒まれませんし、彼らに生けるパンを与えそこなったりもされません。


  多くの場合、私たちの最も大胆な祈りは他人のための祈りです。自分のための場合、おそらく動機が利己的であるおそれがありますが、他人のための場合は愛の祈りであることがわかります。それが彼の栄光を求める祈りの場合、私たちはそのために彼の力強い勝利のみこころととりなしを要求することができます。ああ、奉仕の道は閉ざされたとたびたび感じてきた人々よ、これはだれでも実行できる務めであり、最も強力な命の務めです！今から後、彼との交わりの中でそれを用いることに励もうではありませんか。彼は昇天以降の諸世紀を、他人のための祈りと、私たちの大祭司として御座の前で私たちの代弁者を務めることに、費やしてこられたのです。


  この節が祈りに関して私たちに教える最後の教訓は、聖霊があらゆる祈り求めの源であり本質である、ということです。また、それは賜物であって、それと共に他のあらゆる賜物と祝福の保証を伝えます。


  「なおさらあなたたちの天の父は、ご自身に求める者たちに、聖霊を与えてくださいます。」


  これは、他に求めるべきものは全くないかのように述べられています。さらに注目すべきことに、マタイによる福音書のこのたとえ話の節では、「なおさらあなたたちの天の父は、ご自身に求める者たちに、聖霊を与えてくださいます」という言葉が使われています。ですから、「聖霊」と「良いもの」は同義語です。聖霊を持つ者は、すべての良いものを持ちます。これが、古代の奇跡であるやもめの油の象徴的意味だったのではないでしょうか？彼女の油の壺から、すべての空の器に注いだところ、彼女の負債をすべて返済して、彼女の将来の生活のための収入を与えるのに十分な量になりました。彼女に必要なのは油の壺だけでした。それはあらゆる祝福のための通貨だったのです。


  聖霊も同じです。この天の賜物を持っている人は、無限の恵みの御座と無限に豊かな神と通じているのです。要求できないものは何もありません。ああ、いつになったら私たちは、神の王国と神の義をまず第一に求めることを学び、これらのものは加えて与えられることを理解するのでしょう！


  ディーン・アルフォードは、私たちの天の父について述べているこの結語の句の美しいギリシャ語構文に注意を促しています。「あなたたちの天の父」という節は、原文では、文字どおりには、「天からの（out of heaven）あなたたちの父」となっています。この数節前の主の祈りでは「天におられる（in heaven）私たちの父」となっていますが、ここでは前置詞が変わっており、「天からの（out of heaven）あなたたちの父」となっています。この幸いな驚くべき変化はどうしてでしょう？私たちの父はすでに私たちに向かって進み始めておられ、聖霊によって私たちの心の中に入りつつあるのです。私たちの父は、心の中で祈っているすべての人のために、下界を天とするために聖霊を遣わされました。ですから、私たちは目を上に向けて私たちの祈りを開始する一方で、祈りを終えるとき、私たちの最も内側深くの存在は神の臨在と豊かさ、そして、神の永遠の恵みと力の御座で満たされるのです。


  幸いな天の香檀よ、裂かれた幕の傍らにあって、その香を外なる部屋と内なる部屋に息吹き込むとは！ああ、永遠にそこにとどまろうではありませんか！


  
    天が下るところで私たちの魂は会する。


    そして栄光があわれみの座の冠となる。
  


  



  第三章 御名の中で


  
    その日には、あなたたちはわたしに何も尋ねないでしょう。まことに、まことに、わたしはあなたたちに言います。あなたたちがわたしの名の中で父に求めるものは何でも、彼はあなたたちに与えてくださいます。今までは、あなたたちはわたしの名の中で何も求めませんでした。求めなさい、そうすれば、受けます。それは、あなたたちの喜びが満ちるためです。これらのことを、わたしはあなたたちに、たとえで語ってきました。しかし、もはやたとえで語るのではなく、はっきりと父について示す時が来ます。その日には、あなたたちはわたしの名の中で求めるでしょう。それで、わたしはあなたたちのために父に祈ろうとは、あなたたちに言いません。なぜなら、父ご自身があなたたちを愛しておられるからです。なぜなら、あなたたちはわたしを愛し、わたしが神から出て来たことを信じたからです。（ヨハネ十六・二三～二七）
  


  「イエスのために」「イエスの御名の中で」はキリスト教圏のすべての人にとって聞き慣れた句であり、言い慣れた句です。しかし、これらの句のいっそう深い意味を見るとき、これらの句が少しも徹底的には理解されていないことに私たちは気づきます。これは祈りに関する深遠な教えであり、これを主は弟子たちへの話の締めくくりで特に強調しておられます。


  疑いなく、これは少なくとも次のことを意味します。すなわち、私たちはイエス・キリストによって啓示されたように御父に祈るべきなのです。


  「あなたたちがわたしの名の中で父に求めるものは何でも」は「あなたたちがわたしによって代表されている父に求めるものは何でも」と訳せるかもしれません。これはキリストが御父と一つであることを表します。御父は彼らに対して多くの異なる名で知られていました。「エロヒム」は造物主なる神、「エルシャダイ」は力ある神、「アドナイ」は摂理の神、「エホバ」は契約による恵みの神を意味します。しかし今後は、「エホバ―イエス」、キリストにある神として知られることになります。疑いなく、これをこの節の言葉は意味していますし、救い主が述べておられる思想はこれを含んでいます。これは彼が並行する節「あなたたちがわたしの名の中で求めるものは何でも、わたしはそれを行います。それは子の中で父が栄光をお受けになるためです」で繰り返しておられる思想と同じものです。これは次のことを明らかに示しています。すなわち、御父と御子は完全に調和して働いておられるのです。また、ただ御子を通してのみ御父は栄光をお受けになるのであり、人に対して啓示される、もしくは、人によって理解されるのです。


  この思想を進めすぎると、御父と御子のパースンの区別をなくしてしまうおそれがありますが、もちろん、これは極端であり誤りです。しかし、これを心に留めて、この二つのパースンを十分に認識するとき、確かに、次のことがわかります。すなわち、御父ご自身が私たちに啓示されるのは御子のパースンにおいてなのです。また、私たちは御父に願い求めるべきであり、御父の恵み深い応答に期待するよう、イエスを知る知識のゆえに、励まされるべきなのです。イエスの臨在と教えを通して、彼ご自身が私たちに啓示されたのです。私たちは確信をもって私たちの救い主のもとに進み出るでしょうか？同じ確信をもって彼の御父のもとに進み出ようではありませんか。なぜなら、「わたしを見た者は父を見た」からです。彼が語られた御言葉は、彼の中に住んでおられる御父が語られたのです。彼が現わされた愛は御父の愛であり、御父を啓示するために彼は来られたのです。彼は御父の栄光の輝き、御父のパースンの明確なかたち、御父のみこころと御性格の反映です。ですから、私たちが祈るべきは、キリストにある神に向かってです。私たちの主イエス・キリストの神また父に向かってです。御子を通してでなければ私たちが何も知ることのできない御方、私たちがイエスご自身と同じくらい信頼している御方に向かってです。


  この表現は、しかし、御父と御子の一体性を遥かに超えるものを意味します。それは、仲介ととりなしという偉大な真理を表しています。


  私たちはイエスにあって知っている方である御父に進み出るだけでなく、仲介者なる方を通して御父に進み出ます。これには、神の性質という点で、また、罪深い人々の神に対する関係という点で、数々の深い必要があります。これをとても深くヨブは理解したので、「私たち両者を取り持」てるひとりの仲介者、直ちに天と地の両方に触れて両者を調和と交わりの中にもたらせる何者かを求めて叫びました。これをまさにキリストは行われたのです。彼の受肉は永遠にして霊なる神と有限な人との間の無限の隔たりを橋渡ししました。そして、彼の贖いは、罪人を聖なる神から道徳的に厳然と分離した恐ろしい裂け目を癒しました。死にかけている母親が、最後の息で、一方の手を夫に、他方の手を息子に差し伸べて、両方の手を一緒に引き寄せ、死にゆく自分の胸の上で結び合わせて自分の涙と祝祷で覆うように、イエスは「父よ、彼らをお赦しください。彼らは自分たちが何をしているのか知らないからです」と祈って、ご自身の死により罪人を彼が怒らせた神と結び合わせ、罪深い人々に向かって「神と和解してください」と懇願されたのです。


  しかし、彼は神と人々を和解と交わりにもたらしただけでなく、絶え間ないとりなしによって、この交わりが損なわれないように保ってくださいます。「彼はいつも生きていて（私たち）のためにとりなしておられ」、それゆえ、「彼によって神に進み出る者たちを、極みまで救うことができるのです」。


  この仲介の思想は聖書の中に遍く描写されています。私たちはそれをヨセフと彼のパロやエジプト人との関係の物語の中に見ます。「ヨセフの所に行きなさい」が、助けや裁きを求めて自分のもとに来たすべての人々に対する王の応答でした。その王国のすべての問題が彼の管理に委ねられました。彼が仲介人、あらゆるやりとりの経路となりました。私たちはそれをエステルの美しい物語の中に見ます。彼女は勇気を奮って黄金の杖に触れ、自分の民と抑圧者・危機の間に立ち、その勇気と愛国心によって、自分の民族を滅亡から救いました。さらに素晴らしくそれはモーセの務めの中に予表されていました。彼はシナイで、神とおびえる民との間の伝達路となりました。「あなたが私たちに語ってください」が民の叫びでした。「しかし、神が私たちに語られないようにしてください。私たちが死なないために」。そして神は、イスラエルに対する啓示の経路としてモーセを用いること、そして、私たちの偉大な仲介者についての学課を私たちに教えることに同意されました。


  しかし、私たちの仲介者であるキリストのあらゆる昔の型の中で最も印象的なのは、ヘブル人の大祭司であるアロンでした。人々と神との間に立って、至聖所で彼らの礼拝をささげ、彼らの罪や必要のためにとりなすことが、彼の特別な職務でした。彼らのために彼は裂かれた幕を通り、シェキナの下に立ち、あわれみの座で血と香をささげ、エホバの恵みを携えて彼らのもとに戻りました。このすべてに関して、彼は天のまことの幕屋におられる偉大な大祭司のさらに優った務めの型にほかなりませんでした。そこに彼はご自身の血を携えて、ご自身の肉体という裂かれた幕を通って入り、今や、私たちのために神の御前に現れてくださったのです。


  アロンの務めは、彼の大祭司職のいっそう深い意味をよく表しています。胸の上に昔の祭司は、宝石に刻まれたイスラエルの部族の名を絶えず担っていました。これは、私たちの大祭司であるキリストは常に私たちの名を心に留めておられることを、私たちに教えるためにほかなりません。私たちの名は御心の中に不滅の文字で刻まれており、天界の栄光のさなかでも、装飾と満足のための宝石として身に着けてもらっているのです。これは、彼は私たちのために時折り祈ってくださるとか、私たちの願い求めを受け取ってそれを御父にささげてくださる、ということだけを意味するのではありません。これを、疑いなく、彼はしてくださいますが、自分自身のために祈ることに関して私たちがあまりにも無知だったり忘れていたりする時に、彼は私たちのために一万回祈ってくださるのです。そして毎瞬、彼は私たちの名を愛のゆえに忘れず、絶えず覚えて、御父の御前に保持してくださるのです。昔の祭司は胸の上だけでなく、肩の上にも名を担いました。それと同じように、全能の力ある御腕の上に、私たちの昇天された主は、私たちの重荷を絶えず担ってくださいます。彼は聞くに早いだけでなく、助けるのに力強い方です。


  昔の祭司は額の上に美しくて意義深い印を身に着けました。その印は宝石で飾られた文字の書かれた宝冠で、「主に聖なるもの」という意義深い言葉が記されていました。これを彼は、聖所に入るたびに、絶えず身に着けなければなりませんでした。それは彼が、聖なる事柄に関するイスラエルの子らの咎を負うためでした。同じように、私たちの祝されたとりなし手はご自身の額の上にこの印章を身に着けておられます。それは彼ご自身のためではありません。彼の聖潔には何の疑問もないからです。それは、私たちの聖潔と完全な受容を宣言するためです。彼は私たちの最も聖なる奉仕の欠け目をご自身の完全な義で覆い、聖なる天使たちと心を探る無限の神の前で私たちが絶えず受け入れてもらえるようにしてくださいます。なんという無限の意義をこれらの絵図は「御名の中で！」という単純な言葉に与えることでしょう。なんと広くこれらの絵図は祈りの門を開き、なんと完全な慰めを気弱な心に与えてくれることでしょう！「私たちには諸々の天を通って行かれた大祭司、神の御子であるイエスがおられるのですから（中略）私たちがあわれみを受け、時機を得た助けとなる恵みを見いだすために、大胆に恵みの御座に進み出ようではありませんか」。


  「御名の中で」は、私たちの祈りはキリストの成就された御業と、彼の死と贖いを通して私たちが持っている贖いの諸権利とに基づくべきことを意味します。


  確かに、私たちのための彼のとりなしは彼の苦難と血に基づいています。十字架と完成された贖いという立場に基づいて、彼は私たちのために、ご自身の血によって買い取ったすべてのものと、永遠の契約によるすべての約束とを要求してくださいます。


  私たちはみな、かの勇敢な兵士の事例をよく知っています。彼は自分のしょうもない弟のためにたびたび赦しを乞うて、任務放棄による公の処刑からその命を救ってきました。しかしついに、彼の優しい将軍からこう言われました、「これ以上嘆願しても無駄です。あなたの弟が犯罪を繰り返すなら、公の秩序を守るために必ず刑罰を下す必要があります」。不幸なことに、その見境の無い男はすぐに犯罪を繰り返しました。そして、軍事裁判で情け容赦ない判決が下されようとしていました。その時、将軍はあの勇敢な老兵士が黙って泣いているのに気づいて、「あなたの弟のために何か言うことはありますか」と尋ねました。しかし、この年老いた歴戦の兵士はただ立ち尽くして、切断された自分の腕の残りの部分を高く上げました。彼がそれを黙って高く掲げている間、大粒の涙が彼の両頬を流れ落ちていました。そして彼の周りにいた多くの兵士も、それが物語る祖国への犠牲と献身を思って泣きました。これが精一杯の彼の嘆願でした。今や言葉は役に立たないことを彼は知っていました。しかし、彼は自分の苦難と愛の印を高く掲げて、それによって奪われようとしている弟の命のために、言葉以上に雄弁な嘆願をしたのです。そして、それは実に雄弁な嘆願でした。というのは、感動の涙を流しつつ、その老司令官は答えたからです、「座りなさい、勇敢な私の仲間よ。あなたの弟の命はあなたのものです。あなたの弟はそれに値しませんが、あなたはあなたの血によって弟の命を買い取ったのです」。このように私たちの昇天された贖い主は私たちのために嘆願してくださいます。買い取ったものではないたんなる無償のあわれみを乞い求めるのではありません。ご自身が買い取った権利であるもの、そのためにご自身の血を犠牲にされたものを、大胆に要求されるのです。受肉と十字架の遥か昔、彼は御父との契約の中に入られました。そして神は、変わらぬ誓いによって、もし彼が人々の罪を担って、神聖な律法の刑罰をすべて忍ぶなら、彼は仲介権として次のものを受ける、と約束されました。すなわち、彼の福音を受け入れるすべての悔い改めて信じる罪人のための赦しと、すべての罪人の救いを完成するのに必要なすべての恵みの資源です。そして今や彼は、この約束の効力によって、ご自身の贖いによる権利と私たちの権利を要求してくださるのです。


  イエスの御名の中で求めることは、それゆえ、そのためにイエスが苦難を受けて死なれたもの、そして、ご自身の者たち全員のために惜しみなく完全に彼が買い取られたものを求めることです。しっかりとそのような根拠を携えて、私たちは大胆に恵みの御座に進み出て、カルバリの尊い血潮が要求しうるかぎりのものを求めることができます。それがどれほどかを述べるには永遠の時が必要でしょう。救いを求める私たちの祈りの強固な基盤は、この救いは買い取られており、この赦しはすべての信じる悔悟者の生得権である、ということです。これが聖別を求める私たちの祈りの根拠です、「一つのささげものによって、彼は聖められた者たちを永遠に完成されました」。これが肉体の癒しを求める私たちの嘆願の基礎です。なぜなら、「彼は自ら私たちの弱さを身に受け、私たちの病を担」い、私たちの苦しむ体のために贖いを買い取ってくださったからです。そしてこの根拠に基づいて、私たちは他のすべての必要な祝福を要求することができます。なぜなら、「ご自身の御子さえも惜しまずに、私たちすべてのために渡された方が、どうして彼と共に、万物を無代価で私たちに賜らないことがあるでしょうか？」。


  恵みの御座で信じて嘆願する者の強固なすべてに優る根拠である、彼の御名と彼の十字架と血の力の意味を私たちは学んだでしょうか？


  「御名の中で」は最後に、彼との合一と
 彼との完全な一体化を意味する


  この句は御父に対する彼の関係だけでなく、彼に対する私たちの関係をも表しています。この句は、彼のパースンの中で、彼の代わりに、彼のゆえに、を意味します。まるで、嘆願者はまさに御子ご自身であるかのようです。人の名前と紹介にどれほど効力があるのか、私たちはみないくらか知っています。私たちが自分の名で紹介する友人は、ある意味、私たちが受け入れられるのと同じように受け入れられます。私たちが愛している人との親密な関係に基づいて、その人が私たちに推薦される場合はなおさらです。妻は、まるで夫の一部、彼らの血縁であるかのように、夫の家族から受け入れてもらえます。夫の名において妻が来ることは、夫が来るようなものです。時々、私たちは、さもなければ一考の余地すらない人々の場合について、この関係がとても強烈にかつ異様に示されるのを目にします。


  アメリカ内戦後の日々、戦場や南部の病院での友誼と苦難の優しい絆に関して、多くの事例が語られました――その絆により、よそ者でも時として、自分の友人だった戦死した兵士の息子と同じように愛される地位を家庭で得ました。そのような一つの事例が、ある哀れな放浪者について語られています。その人はある日、西部のある農家を訪問しましたが、その家の主婦は、当然のことながら、彼を不審に思って拒絶しました。しかし、そのよそ者は自分のすり切れたポケットから一枚の紙きれを取り出して、それをその女性に渡しました。それは彼女の息子が書いたものでした。それによると、この人は自分の横で戦って、その後、最後の時が来るまで病院で自分を看病してくれた、とのことでした。また、これらの文章を書きつつ、自分の瀕死の体と、家庭と母親に対する自分の最後の使信とを彼の手に委ねた、とのことでした。そしてそれは、もし会うようなことがあれば、自分を愛し育んでくれたように、この人を受け入れて愛してくれるよう、自分のためにまた自分の名において頼んでいました。それで十分でした。


  そのよそ者の痩せ衰えた顔、浮浪者のような外見はすっかり忘れて、このボロボロの男を母親は両腕で抱き締めました。そして、その人はもう一人の人のゆえに、その家庭の輪の中に子供として受け入れられました。


  このように私たちはイエスと一体化されました。そして、私たちの御父は彼の御名の中で、彼を受け入れるように私たちを受け入れてくださいます。彼の御名の中で進み出る時、信仰によってこれを要求することができるのです。私たちは彼の権利にあずかり、彼に基づいて求め、彼が愛されているように自分たちも歓迎されて愛されることを期待します。これがヨハネによる福音書十七章のとりなしの祈りで彼ご自身が私たちに残してくださった遺産です。「あなたがわたしを愛されたように彼らをも愛されたことを、世が知るためです」「あなたがわたしを愛してくださった愛が彼らの中にあり、わたしも彼らの中にいるようになるためです」。彼ご自身が私たちの特権・権利の地位として私たちのために求めてこられたものを、私たちが求めるのは大胆すぎるでしょうか？


  しかし、私たちは彼の権利を要求できるだけではありません。私たちは彼のみこころと霊の中で進み出て、彼ご自身が求めるものだけを、彼が要求するように求めなければなりません。この特権は、まさにその性質上、制限されています。キリストご自身が祈りの中で求めないものを、私たちはキリストに代わって求めることはできません。「御名の中で」は、それゆえ、彼の御心との調和と彼の御霊の促しを必然的に意味します。私たちは、ですから、罪深いものや利己的なもの、他の人に害を及ぼすもの、キリストの御旨を妨げるものを、神に要求することはできません。私たちの求めはすべて、「あなたのみこころが天でなされているように地にもなされますように」という永遠の制約の範囲内でなければなりません。しかし、このみこころは私たちの存在の極みと同じくらい広大です。この広大なゆったりした空間には、あらゆる合理的な願い求めのための余地があります。霊、魂、体、家族や友人、現世の状況、霊的奉仕、人が持ちうる極限の願い、希望や祝福のために願い求めてもいいのです。


  そして、最後に、彼とのこの一体化は、彼が信仰の霊として私たちの中におられるようになることを意味します。彼は、これをご自身の祈りとし、効果的な勝利するとりなしの霊と状態を供給してくださいます。


  愛する人よ、これが神が定められた祈りの経路です。ああ、これは無価値な弱い者を、信仰の全き確信をもってあわれみの座に進み出るよう、なんと励ましてくれることでしょう！あなたは哀れな罪人かもしれませんが、彼方であなたを代表している御方は神の義なる方であり、その額の上にあなたの名を記した、輝く宝石で飾られた宝冠をかぶっておられます。その宝冠には「主に聖なる者」というあなたの立場が刻印されています。あなたは無名の取るに足りない弟子かもしれませんが、あなたの嘆願を保証してくださる方は地と天で最も力強い御名を持っておられます。あなたは臆病な精神の持ち主で、弱々しい心を持つ不信仰と恐れの子かもしれませんが、あなたに命じる御方は神の信仰を持っておられます。また、ご自身を信仰と勝利する祈りの霊としてあなたに与えてくださる御方は、「父よ（中略）あなたがいつもわたしの願いを聞いてくださることをわたしは知っていました」「父よ、あなたがわたしに与えてくださった者たちも、わたしがいるところに共にいるようにしてください」と地上で仰せられた方です。そして彼の信仰の中であなたは大胆に彼のすべてのみこころを要求することができます。そして、この上ないへりくだりの中で、しかしこの上なく崇高な確信をもって進み出て、こう言うことができます。


  
    私に理解する能力はありません、


    何が神のみこころで


    何を神は計画されたのかを。


    しかしこれを私は知っています、彼の右手には、


    私の救い主なる方が立っておられるのです。
  


  



  第四章 信仰の祈り


  
    イエスは答えて彼らに言われた、「神を信じなさい。まことに、わたしはあなたたちに言います。だれでもこの山に向かって、『移されて、海に投げ込まれよ』と言い、心の中で疑わず、自分の言うことは成ると信じるなら、何でも言うものを得ます。それゆえ、わたしはあなたたちに言います。あなたたちが祈って求めるものは何でも、受けると信じなさい。そうすれば得ます」。（マルコ十一・二二～二四）
  


  物質界には力に関する目に見えないある原則があります。その原則は、私たちが触れて目にするあらゆる物理的要素よりも遥かに強力です。それは引き寄せる力であり、凝集力と重力という二つの形で、この物理的宇宙を一つに保持しています。この力は物質の極小粒子を凝集して、凝集状態に保つものであり、それにより、ある意味、万物は成り立っており、共に掛かっています。この凝集力がなければ、私たちの体は消散して触れない気体になり、雨粒と海は分解して蒸気となり、巨大な山々は砕けて粉々になり、この大いなる世界それ自体も爆発して破壊と解体という破局を迎えるでしょう。これをさらに広く、遥か彼方まで適用すると、それは私たちの惑星をその軌道に保持し、それをその荘厳な行路に保つ力です。私たちの惑星は一分間に千マイル進み、一年間に五億マイル以上進みますが、この力のおかげで、無限の彼方に突き進むことや、天球内の無標の行路から髪の毛一筋ほどでも逸れることから守られています。また、その通り道の恐るべき速さにもかかわらず、行路が揺るがないよう守られています。この同じ力によって、惑星はみなその空中の軌道上に保たれており、あまたの太陽を周回する星系はみな衝突して滅びることなく各天球内に保たれています。それは強力な重力です。それは全く目に見えませんし、音も聞こえません。その力強い心拍には振動が全くありません。その声からの反響は全くありません。その目には見えないけれども力強い腕の痕跡は全くありません。それでも、それは、宙に浮かんでその行路を行く地球よりも強力です。それは巨大な太陽よりも強力であり、その中心から太陽系の領域をその諸々の惑星の公転領域と共に網羅します。それは全天球のすべての星々よりも強力です。それは、物質的宇宙とそのすべての強力な動きの、偉大な、不可視の、聞き取れず、触知できない、神秘です。このとらえがたい力はなんと単純でしょう。にもかかわらず、なんと十全で荘厳でしょう！


  しかし今、物質界から社会・理性・人間の領域に昇ることにしましょう。そこでも、私たちは対応するある原則を見いだします。その原則は、重力の法則が宇宙空間の天体を保持しているのと同じように、社会を一つに保持しています。家族を一つに結び合わせるこの原則、生涯の友情を堅固にするこの原則、商売上の協力関係を支配するこの原則、商売上の信用や最大の商取引の基礎となるこの原則、そして、投資や保証で自分の全財産やすべての物質的利益を危険にさらすよう人々を常に導くこの原則とは何でしょう？もちろん、それは確信、信頼、人と人との間の信用にほかなりません！それ抜きでは、家庭の輪は争いで引き裂かれ、不信と苦痛で損なわれるでしょう。それ抜きでは、政治的・国家的骨組みは崩壊し、政府は存在しえないでしょう。それ抜きでは、商売は破綻するでしょう。その構成員の信頼がなければ、どんな銀行も一日たりとも存立できないでしょう。そして、人々が自分たちの同胞の約束や信頼性を信用するのをやめていたなら、どんな保証も全く無価値だったでしょう。この世は今日、その最も強力な機構のために、まさにこの信用名義を採択しています。今やすべてが商事信託という形を取っています。この用語には何らかの魅力があるにちがいありませんし、確かにあります。なぜなら、それはまさに社会を結束させる原則であり、社会全体に対する重力の法則だからです。


  さて、この思想をそのあるべき水準に移して、偉大な霊の王国に適用しましょう。天然の事柄はすべて、その不完全な型にすぎません。この信仰の法則は、自然界の原則であるように霊の世界のまさに原則であり、霊の世界を一つに保持する基本的力であり、私たちの失われた天体を天の集団におけるそのあるべき地位に連れ戻す救済的原則であることを見いだして、奇妙に思われるでしょうか？確かにこれはそのようなものです。信仰は神の王国の本質的原則です。信仰の喪失により、エデンで人は神から分離されました。人類の堕落が始まったのは、彼らが「神はそう言われたのですか？」というサタンの示唆に耳を傾けた瞬間でした。そして、人類の回復が始まるのは、魂がその神を信頼し始める瞬間です。こういうわけで、福音の受容と魂の救いには信仰が必要不可欠なのです。こういうわけで、「御子を信じる者は永遠の命を持ち、御子を信じない者は命を見ることがなく、神の怒りがその上にとどまります」という御言葉は永遠に真実なのです。信仰は救いの入口です。それが祈りの入口とされていても、何も奇妙ではありません。


  この偉大な学課を思慮深くそして祈り深く考えようではありませんか。どうか聖霊がこの厳粛な問題に関して私たちの心を探ってくださいますように。そしてついには、不信仰は罪であることを私たちが確信しますように。なぜなら、これは、神の御子の御名を信じなかった者たちへの有罪宣告だからです。


  受け入れてもらえる効果的な祈りをするには、信仰が必要です。これを私たちの主は、この節でかなり明確に述べておられます。彼は弟子たちに、神を信じなさい、と命令し、次に、「祈る時、受けると信じなさい」と付け加えておられます。しかし、この必要性が強調されているのは、この箇所だけではありません。というのは、ヘブル書でもこう述べられているからです、「信仰がなければ、神に喜ばれることはできません。なぜなら、神に来る者は、神がおられることと、ご自身を勤勉に追い求める者たちに報いてくださる方であることを信じなければならないからです」。神の人格的存在と彼の善良さと恵み深さを、そして、神は祈りを聞いて応えてくださることを、信じて認識しなければなりません。


  ですから、再び、癒しのための祈りについて述べると、「信仰の祈りは病人を救います。そして、主はその人を立ち上がらせてくださいます」と宣言されています。信仰の祈りという句によってヤコブが言わんとしていることを理解したければ、その一章に向かって、彼がこう述べているのを聞くだけで十分です。「もしあなたたちのうちに、知恵に欠けている者がいるなら、その人は、すべての人に気前よく（あるいはむしろ「もちろん」）与えてくださる神に求めなさい」、「しかし、何事も疑わずに、信仰の中で求めなさい。なぜなら、疑う者は風の吹くままに揺れ動く海の波のようだからです。そのような人は、主から何かを受けると思ってはなりません」。ここで用いられている言葉はとても強い言葉です。「もちろん」神はすべての人に与えてくださいますが、彼らは神が与えてくださるものを信仰によって受け取らなければなりません。さもないと、この施しは無駄です。疑う人は受け取りませんし、受け入れることもできません。病院で苦しみのうちに亡くなったあの哀れな犠牲者のようです。その人の口には水があったのに、一滴も飲み込めなかったのです。それは、人のあらゆる病気の中で最も恐ろしい病によって引き起こされた痙攣のためであり、そのせいで喉が詰まってしまったのです。主が命の水を賜った人々がいますが、彼らは飲もうとしません。そのテーブルを神が信仰の祝福で覆われた人々がいますが、彼らはその賜物にあずかりません。神が答えてくださった祈りがあるのに、私たちはその答えを享受しません。遥か昔に神が赦された人々もいますが、彼らは暗闇と絶望の中にあります。なぜなら、彼らは彼の赦しに信頼しなかったからです。それゆえ、困り果てた父親が子供のことで御前に来て、「追い出してくださいと、あなたの弟子たちに言ったのですが、彼らにはできませんでした（中略）しかし、もしあなたに何かできるのでしたら、私たちをあわれんで助けてください」と叫んだ時、主は、この問題をその人にすべて戻して、「もしできるなら、と言うのか。信じる者にはすべてのことができるのです」とだけ返答されました。


  神は私たちの祈りに応える前に私たちに信仰を要求されますが、これは全く当然のことです。なぜなら、信仰は新約聖書と福音の経綸の原則だからです。使徒パウロはローマ書の三章で二つの法則について述べています。行いの法則と信仰の法則です。前者は取って代わられました。そして、福音全体の基礎である原則は信仰の法則です。「働きがなくても、不敬虔な者を義とする方を信じる者は、その信仰が義と勘定されるのです」。なぜこの法則が採用されたのか、私たちはすでに示唆しました。疑いなく、永遠の光の中で見るなら、多くの理由がわかるでしょう。今は完全には理解できなくても、人々は不信仰によって堕落したように、信仰によって回復されなければならないことを知るだけで十分です。一言で言うと、間違った方向に進み始めた地点に、私たちは戻らなければならないのです。バンヤンの巡礼者は、困難の山で自分の巻物をなくしたことに気付いた時、それをなくした場所にひたすら戻って、再び進み始めました。同じように私たちも、神から離れた地点から始めなければなりません。彼に信頼することを学ぶことによってです。これがこの経綸の法則である以上、神はこの原則に基づいて行動せざるをえません。この定められた規則にしたがって私たちが嘆願しないなら、彼はそれを正当に承認することはできません。


  これがそうである以上、これはきわめて厳粛なことに、両方向で働きます。一方において、素晴らしいことに、「あなたの信仰のとおりに、あなたになるように」は確かです。しかし、他方において、「あなたの不信仰のとおりに、あなたになるように」も同じように真実でなければなりません。もしかすると、まさに整合性を保つために、神は、ご自身を信じる者たちだけでなく、ご自身を疑う人たちに対しても、御言葉を守る必要があるのかもしれません。魂の敵は、神が不信仰な祈りに応えられるとき、欺瞞性と不整合性のゆえに神を非難しさえできるのかもしれません。神はこれを恵みの御座の原則として、嘆願がそれに基づいて注目と顧慮を受けるまさに法則として、宣言されました。確かに、私たちはこの神聖な制約を軽視できません。また、不信仰な不満や無礼な疑いや不誠実さを抱いているときでも御手から何らかの祝福を受けられる、と期待しつつ御前に出るようなむこうみずなことはできません。


  しかし、信仰はキリスト教の経綸の法則であるだけでなく、霊の世界でも強力な力です。今、私たちはある主題に触れようとしています。それは最も賢い精神の持ち主でもぼんやりとしか理解できませんが、おそらく、次のことを十分に確信させるのに足る光がそれを照らしています。すなわち、神が約束されたものを何でも信じる行為は、実際に創造する力であり、性格上最も重要な効果や作用を生じさせるのです。確かに、信仰はまさにそれに基づいて神ご自身が行動される原則であり、物質を創造するときの、そして、御旨の事象を命じるときの御力の秘訣であるように思われます。「彼が語られると、それは成り、彼が命じられると、それは堅く立つ」。弟子たちが枯れたいちじくの木に驚いた時、イエスは、それは神聖な信仰の働きである、とだけ仰せられました。神の信仰がそれを生じさせたのです。そして次に、「神を信じなさい」と彼は弟子たちに命じられました。神の信仰とは、神ご自身が行使される信仰を意味するにちがいありません。ローマ書四章は、神の信仰について少しばかり私たちに告げています。その箇所は、アブラハムは「死者を生かし、無いものを有るもののように呼び出される」御方のように行動した、と述べています。この御方は微塵も疑わずに、無いものを命じ、それを期待し、ご自身の命令の効力を信じ、それが直ちに或いは最終的に成就されるよう取り計らわれます。そして、御旨では将来の事柄についても、現在もしくは過去のものであるかのように見なされます。時間がかかったとしても、それは御心にとって全く問題ではなく、結果に関して不確かな点は何もありません。彼は無いものを信じて、実在するもののようにその名で呼び出されます。彼はアブラハムを「多くの国民の父」と呼ばれましたが、それは子供がまだ一人もいない時でした。そして、彼がこの同じ意義深い名を名乗るようにされました。彼はイエス・キリストを「ご自身のひとり子」「世の基が据えられる前からほふられていた小羊」と呼ばれます。十字架は御父にとって、今と同じように代々の時代の前から現実だったのです。彼はあなたや私のことを、すでに来るべき時代にあって天上に座しているかのように、そして、私たちの御父の王国で太陽のように輝いているかのように、述べておられます。


  墓の中のラザロがよみがえるよう命令・強制したのは、イエス・キリストの信仰でした。それは抗えない力、神聖な力であり、諸々の二次的要因の上に実際に働いて強制的に従わせました。もし神の信仰が私たちの中にあるなら、それは相応の力を及ぼして、効果的に働く祈りを私たちの中に生み出します。それは大いに効果的な祈りであり、私たちがその祈りをささげてそのために信じるまさにその瞬間、何かを動かしたり、だれかの心に働きかけたりして、神の御力の臨在をだれかに意識させます。


  確かにこれは、信仰の中で祈るべき十分な理由です。これは霊の力であり、この力を神は私たちに要求されます。それは神がそれと協力するためであり、その中に入るためであり、ご自身と共にそしてご自身の栄光のために用いるためです。自然の強力な力は人の協力がなければ、失われて浪費されてしまいます。電気は、私たちがそれを私たちの意志に従わせて、それ自身の諸々の法則にしたがって用いなければ、無駄になります。ですから、神の全能の力を私たちは深い謙遜と、しかしながら聖なる確信をもって、私たちの信仰によって握らなければなりません。それは彼ご自身の偉大な諸々の御旨を遂行するためです。不可視の世界のとばりの後にあるものを見れたなら、私たちは天からの霊的影響力の生ける流れを辿れたにちがいありません。その流れは、信仰の祈りが寂しい部屋から立ち昇ったまさにその瞬間に始まり、御座の前で人々の名が挙げられたまさにその瞬間、その人々のもとに最終的に至ります。天の力の二つの流れがはっきりと見えるでしょう。一つはひざまずいている嘆願者から昇る祈りの流れであり、他方は遥か彼方にいるだれかの心の上に降る力の流れです。このような現象を無数の事例で実際に辿ることができます。エリヤがカルメル山上で祈っていた時、彼方の水平線上では雲が実際に集まりつつありました。ヤコブがペニエルで祈っていた時、エサウの心は、その晩彼が天幕で横になっていた時、昔の記憶を思い出して和らぎました。その結果、その真昼時に、彼はかつては憎んでいた弟を優しく迎えたのです。遥か遠くの国の特別な平原を神に思い出してもらったとき、まさにその瞬間、その祈った平原の上に祝福の雨が実際に降りました。妻や母親が夫や息子のために泣きながら祈っていた時、その夫や息子は数百マイル彼方で回心しているところでした。ですから、信仰は一つの力であり、私たちが制御する力――電気ボタンに触れるときや、エンジンのバルブを開けるときや、岩山を吹き飛ばす強力な地下の爆弾を爆発させたり沈んだ機雷を爆破させる小さな電線を引くときに、制御する力――と同じくらい強力です。ですから、信仰の中で祈るよう私たちに要求されるとき、神が私たちに要求されるのはただ、彼ご自身と手を組んで彼ご自身の全能の力を行使すること、そして、彼の力強い御業にあずかる者となることだけなのです。


  祈りのときに神が私たちに要求される信仰は、私たち自身の霊的幸福に必要不可欠です。たとえ実際の応答にさしあたって何の結果もなくても、信仰の祈りが私たち自身の霊にもたらす祝福という点で、それは豊かな報いを受けます。なんとそれは私たちの恐れを和らげ、私たちの動揺を鎮め、私たちの悩める霊をなだめてくれることでしょう！それは神に服従して「あなたのみこころがなされますように」となんと言えるようにしてくれることでしょう。このように祈ることは、私たちに対するみこころは愛と祝福だけであることを信じるとき初めて可能になります。確かに、祈りの主観的益はとても素晴らしいので、多くの人は「これが祈りの価値のすべてである」と極言しさえします。これはとても愚かな結論であって承認できません。なぜなら、客観的に現実でない夢想によって慰めを受けるだけ、という祝福はおかしいからです。神の実在と祈りの事実を排除するなら、私たちの主観的慰めの基礎も排除することになります。なぜなら、神が現実ではなく、祈りの答えが実際的なものではないなら、もちろん、私たちの慰めは偽りになり、私たちの将来の平安は欺瞞的な夢になるからです。しかし、神は現実であって、そして約束は実際に成就されることを知るとき、確かに私たちは自分の悩める頭を御胸の上に、自分の心を御約束の上に安息させて、静まって彼こそ神であることを知ることができます。


  自分が求めるあらゆることで神に信頼することを学んだ心は、なんと充足していて静穏でしょう！この二つの気持ちはピリピ書における使徒の優しい言葉の中で、なんと甘く結び合わされていることでしょう。「何事も思い煩うことなく、あらゆることで、感謝をささげることを伴う祈りと願い求めによって、あなたたちの要望を神に知らせなさい。そうすれば、あらゆる理解力を超えた神の平安が、あなたたちの心と思いを、キリスト・イエスを通して守ってくれます」。この御言葉は、あらゆることについて祈るよう命じており、心配、疑い、不安を持たずに祈るよう要求しています。そしてその後、神の平安が私たちの心と思いをイエス・キリストを通して守ってくれる、と約束しています。


  しかし、神は私たちの信頼を要求されます。それは、私たちが自分自身のせわしない活動や逃避によって、祈りに対する神の応答を邪魔しないようにするためです。自分たちのために何かしてくださるよう神に求める時、私たちはそうする時間を神に与えなければなりません。そして、不信仰なせっかちさで出て行って、御計画を大いに妨げかねない何かを行うことを、注意深く避けなければなりません。多くの時、神が私たちの祈りに対する答えを携えて来られても、私たちはそこにおらず、恐れと疑いで逃げてしまっているのを見いだされるでしょう。私たちはまず歩哨のように自分の銃を撃ち、その後、全速力で逃げてしまうのです。イスラエルが紅海で神に叫んだ時、神を信じず、後ろに突進して敵に向かったと仮定してみましょう。あるいは、前に突進して海に向かったか、遠くの山々に向かったと仮定してみましょう。その場合、神は決して海を分けて彼らの祈りをかなえられなかったでしょう。これを防ぐために彼は彼らにまず、「堅く立って、主の救いを見よ」と言い、その後、ご自身の道を前に進んでそれを要求するよう彼らに命じなければなりませんでした。


  もしヨシュアの軍勢が神を信じてその命令でエリコの周囲を行進しなければ、七日目の七周目を待っている答えを決して得なかったでしょう。イザヤ書の三〇章では、預言者が彼の民に、静かにして解放――彼らが神に求めたセナケリブとその軍隊からの解放――の邪魔をしてはならない、と嘆願しているのを私たちは見ます。しかしその代わりに、彼らは自分自身を助けるために何かをすることを主張しました。彼らはパロとの同盟を求めてエジプトに大使を送りました。エジプト人の助けは無益であり、彼らの力は静かに座すことにある、と預言者は彼らに警告しましたが無駄でした。「穏やかにして信頼しているなら、あなたたちは力を得る。しかし、あなたたちはそうしようとしないで、『いや、私たちは馬に乗って逃げよう』と言った」。そこで神は、好きなだけ馬を得るがよい、あなたたちはすぐにそれらを必要とするようになる、なぜなら、「あなたたちを追う者は速い」からだ、と答えられました。それから預言者は付け加えて言います、「それゆえ、主は待っていて、あなたたちに恵み深くあられる」、なぜなら、「彼を待ち望む者はみな幸い」だからである、と。いずれ彼らは気づくでしょう。エジプトとの同盟は折れた葦であり、それに寄りかかる手を刺し通す葦であることを。エジプト人は無力でした。そしてセナケリブは、彼らがエジプトに向かったことに激怒して、激しい残忍な冷笑と共に戻って来て、檻の中の囚人たちに破滅に備えるよう命じました。その時、彼らは信仰にたてこもって、ただ主に向かって叫びました。すると見よ！一瞬のうちに、彼らは何の計画も立てなかったのに、神が夜にひとりの天使を遣わされました。その天使が、シリア人の宿営の列に沿ってさっと通り過ぎて、まどろんでいる軍勢の上で炎のような翼を羽ばたかせただけで、彼らの命の息は止まり、翌朝には屍の軍隊になっていました。そして素晴らしいことに、檻の中に包囲されていた都は解放されたのです！


  ですから神は、ご自身に信頼すること、そして、私たちに応えてそれを私たちの生活の中で成し遂げるまでじっとしていることを、私たちに要求されます。信仰がなければ、きっと私たちは彼を妨げるでしょうし、あるいは、応答を完全に受け取れる所から出て行ってしまうでしょう。


  まだ見えない応答を信じることは理にかなっています。自分の知らないことや、実際にそうであるのを見ていないものを、どうやって信じられるのでしょう？まさに次の理由によります。すなわち、他の証拠から見て知ることは、信じることでは全くなく、感覚の証拠から知ることなのです。信じることができるのは、見ていない時だけです。「信仰は見えない事柄の証拠です」。私たちに対する神の道は、彼の約束という単純な証拠に基づいて信じることであり、他の証拠が全くなくても信じ続けて、見ないで自分の信仰を証明するに至ることです。その時、事実の顕現によって私たちが見て知ることを彼は許されます。


  これは私たちが人間生活の諸事で毎日している以上のことではありません。私たちの商取り引きでは毎週、電報や日刊紙の記事に対する単純な信仰に基づいて、数百万ドルの投資がなされています。値打ち物が紙の上で売買されていますが、双方とも現物は見ていません。保証について購入者たちは常に交渉していますが、それは単純な信頼に基づきます。私たちが電報を送ってそれに基づいて行動する時は毎回、それを送る通信士や、それを伝達する電線や、それを配達する使い走りの少年を信じる単純な信仰に基づいています。それが送られるところや、受け取られるところを見たわけではありませんが、私たちは安息します。そして、電報は伝わって一件落着したという確信に基づいて、おそらく、きわめて重要な行動を取ります。使い走りの少年の忠実さを信じるのと同じくらい、私たちの神の御言葉を信じることができないのは、確かにとても恥ずかしいことです。


  次にまた、私たちは常習的に次のように認めています。すなわち、まだ実際には決定されただけで、それが実際に果たされるのを目にするには何週間か何か月もかかるようなことでも、「ことは成った」とよく認めているのです。私のある友人は議会に年金を申請しました。それは彼女や、彼女の無力な夫や、家族にとってすべてを意味しました。一方には苦役と苦難の生活があり、他方には、彼女が自分の命よりも愛している者たちのための慰めと幸福がありました。かなりの遅延と不確定要素があったものの、ついにある日、電線を通ってワシントンから知らせが舞い込みました。彼女は直ちに急いで私にその良い知らせを喜びの涙を流しながら告げました。彼女は言いました、「私は夫の年金を得ました、主を賛美します！」。しかし、もし私たちの批評家の一人がそこにいたなら、彼はこう言っただろうと思います、「奥方、あなたは作り話をしています。あなたは年金を一ドルも得ていませんし、数か月のあいだ一ドルも得ないでしょう」。その批評家は、ある意味において、正しかったでしょう。なぜなら、彼女自身が私に同時にこう告げたからです、「私が年金を実際に得るのは数か月かかります。たいへんな量のお役所仕事を経なければならないからです。しかし、それによって何の違いも生じません」。そしてこの親愛なる女性は単純な信仰の中で前進し、しばらくしてからお金を得ました。彼女の将来の生活のためのすべての案配が、まるで銀行で最初の入金をしてもらったかのような静かさと確かさでなされたのです。彼女にとっては、最高権力機関の布告で十分でした。時間の問題は何でもありませんでした。彼女は、批評家の面前でも、信頼に満ちて「私は年金を得ました」と述べることができました。実際のところ本当に、それを確実なものにして、その恩恵を彼女に与えるのに必要なものを、すべて彼女は持っていたのです。


  ですから、私たちの嘆願が御座を通るその瞬間、自分は求めるものを得ると信じること、そして彼女のように、「私は答えを得ました、主を賛美します！」と言うことは、正しいことなのです。これをダニエルに教えることが神の御旨でした。ダニエルが二十一日間祈った後、神は天から御使いを送って彼にこう告げさせました、「あなたが心を定めて理解しようとし、またあなたの神の御前であなた自身を戒めようとした初めの日から、あなたの言葉は聞かれていました。私はあなたの言葉のゆえに来たのです。しかし、ペルシャの王国の君が二十一日間、私に立ちはだかりました」。まさに最初から彼の祈りは天の御座に届いていました。この三週間の間ずっと、答えは与えられたと見なしてもよかったのです。しかし、祝福と使信の伝達は敵の反対によって妨げられました。しかし、地や地獄のどんな反対も神の御旨を妨げられません。御心と信仰心にとって、神の御旨は最初から、それらが堅固な山々のような形を取って実際生活上の事実や記憶になった後と同じくらい確かなのです。


  確かに、ご自身の子供たちに対する神の諸々の約束はこの基準に基づいています。悔い改めた罪人に対して、キリストの御言葉は即時的かつ決定的でした、「あなたの信仰があなたを救ったのです」。弟子たちに対する彼の清めについての御言葉は、「今や、わたしがあなたたちに語った言葉により、あなたたちは清いのです」でした。病人や苦しんでいる人に対して次のような命令が常に発せられました、「清くなれ」「あなたの視力を受けよ」「あなたの願うとおりにあなたになるように」「あなたの息子は生きている」「あなたの信仰のとおりにあなたになるように」。アブラハムに対する約束は、それと共に将来に関するすべての約束を伴っていましたが、「わたしはあなたを多くの国民の父とした」と完了時制で述べられました。それについて与えられた説明は、神は、ご自身の統治のまさに原則として、「無いものを有るもののように呼び出される」ということでした。多くの人が尻込みするこの点こそ、あらゆる真の信仰のまさに本質なのです。そして、その有無によって、効果的な信仰とたんなる希望にすぎない信仰との間の境界線がわかるのです。


  ですから、愛する人よ、信仰の合理性を認めようではありませんか。全く神を必要としないで人々でも昇れるたんなる確率論や希望や励ましの水準よりも高く昇ろうではありませんか。私たちのあらゆる根拠や感情、人々のあらゆる保証、成就することを示すあらゆる実際の証拠よりも、神の御言葉の方が真実である、と見なそうではありませんか。なぜなら、前者は長続きしないかもしれませんが、「神の御言葉は永続する」からです。また、「すべて成就されるまで、律法の一点一画も過ぎ去ることはない」からです。


  よく熟慮して祈ることを学ぼうではありませんか。多くの人々はあまりよく考えずに無分別な嘆願を見境なく注ぎ出します。それはまるで、シャボン玉を宙に吹いて、もうそのシャボン玉を見ることは二度とないだろうと思っている少年のようです。そのような人々が、十の嘆願のうち一つは確かにかなえられると信じようと努めたり試みたりするかどうかは疑わしいです。確かに、これらの嘆願がかなえられたら、その答えをすべて握って実際の口座に繰り入れるのに大忙しの生活を送ることになるでしょう。見境なく祈る習慣は、信じる力そのものを消耗させます。放棄しなければならないもの、あるいは、何の価値もないと告白せざるをえないものを、そもそも神に求めるのは哀れなことです。私たちの神の御名を空しく用いるのはとても深刻なことです。そして、何の意味も効果もなく御名によって求めるものは何でも、この性格を帯びています。自分たちの祈りに効力がないことを見いだすたびに、次に祈ろうとする企ては弱まって、しばらくすると、立て続けに加熱と冷却を繰り返した鉄のように、私たちの信仰の硬度は擦り減り、その繊維も錆びた金属のように崩れてしまいます。そもそも信仰の祈りを学ぶには、よく熟考して祈ること、主がご自身の約束を熟慮されるように――と言うのは「主の御言葉は炉で試された銀のよう」だからです――私たちも主の御前で自分たちの言葉を注意深く熟慮することを学ばなければなりません。信仰の秘訣は常に次のとおりです。すなわち、求める前に、彼のみこころにしたがって求めているかどうか確かめること、そして次に、愛された弟子であるヨハネの「何事でも、私たちが彼のみこころにしたがって求めるなら、彼は聞いてくださいます。私たちの求めるものは何でも、彼は聞いてくださることを知っているなら、私たちが彼に願った嘆願は、かなえられていることを知るのです」という単純な立場を取ることです。


  このように祈った時、明確に信じる習慣を育もうではありませんか。その問題を神に委ねて、それを今から後、彼が約束して承認してくださったもの、また、未決着の問題として再び祈ることはできないものと見なそうではありませんか。信仰は、少なくともある程度、明確な意志の問題です。私たちは信じることを選んで、船員が舵を取るように自分の意志を定めなければなりません。そうするなら、神は私たちの帆を進めて、私たちの舵を私たちのために握り、私たちが取った進路に進めてくださいます。私たちは信仰を作り出せませんが、信じることを選ぶことはできます。神は私たちの選択を維持し、私たちの信頼を支えてくださいます。


  私たちは信仰を維持するために、神の信仰、イエスの御霊、彼の信頼の付与を要求しなければなりません。私たちは信じることを選ばなければなりませんが、彼に彼ご自身の約束を信じられるようにしてもらわなければなりません。これは、もちろん、キリストの内住の命の教理の必然的帰結です。私たちの愛と聖潔と同様、私たちの信仰のためにも、私たちは彼に信頼しなければなりません。しかし、いずれにせよ、私たちは自分を明け渡して、立つべき立場に立ち、そして、自分自身を彼に委ねて支えてもらわなければなりません。これを彼は行ってくださいます。彼は私たちを祈りと確信の霊でバプテスマしてくださいます。それにより私たちは、彼がすでに命じておられる祝福を要求し、つつしんで命じることができるようにされます。


  その後、私たちは堅く立って、遅延や拒否のように見えるものによって動揺せず、彼の拒絶のように見えるものからさえも慰めと励ましを引き出さなければなりません。最終的に、主がツロ・フェニキヤの女をご覧になったように私たちをご覧になるようになるまでそうしなければなりません。主はこの女に、称賛のこもった愛をもって、「あなたの信仰は立派です。あなたの願うとおりあなたになるように」と仰せられました。


  愛する人よ、理解しようではありませんか。神は私たちをさらに高い天命のために教育しておられるのです。そして、日々、私たちの上にますます重くなる訓練の重荷を課しておられるのです。それは、こうして信仰のさらに素晴らしい働き――これを、永遠の世で、私たちは王座についておられる私たちの主と共有することになります――のために私たちが訓練されるためです。こうした重荷の下でよろめくのではなく、昔のアブラハムのように、「信仰の中で強められて、神に栄光を帰し、『彼は約束されたことを成し遂げることができる』と信じ」ようではありませんか。そうすれば、「私たちの束の間の軽い艱難」は私たちのために働いて「遥かに卓越した永遠の重い栄光」をもたらすことがわかるでしょう。


  



  第五章 祈りの妨げ


  
    それはあなたたちの祈りが妨げられないためです。（一ペテロ三・七）
  


  祈りの生活に対する最大の妨げは罪である


  「主の御手が短くて救えないのではない。彼の耳が重くて聞こえないのではない。むしろ、あなたたちの不義があなたたちとあなたたちの神を隔て、あなたたちの罪が彼の御顔をあなたたちから隠して、彼は聞いてくださらないのだ」。神はイスラエルがアイで打ち負かされることや、捕囚になってバビロンに行くことをあえて許されました。前者の場合、ヨシュアの祈りも聞き入れられませんでしたし、後者の場合、たとえノアとダニエルとヨブがとりなしたとしても聞き入れられなかったでしょう。なぜなら、それらの祈りをかなえたら、ご自身の民の罪を容赦することになっただろうからです。そうです、罪がほんの少しでも聖なる神によって是認されるくらいなら、あの美しい聖別された宮でさえ焼き尽くされて灰になり、エホバの御名でさえ敵によって辱められた方がましなのです。


  「もし私が心の中に不義を抱いているなら、主は聞き入れてくださらない」。罪の思いを抱くだけで、このように私たちの祈りは妨げられます。使徒ヨハネはこの心を探る真理に対する自分の証しをきわめて明確に付け加えて、私たちに告げます、「私たちの心が私たちをとがめても、神は私たちの心よりも大きくて、すべての事を知っておられます。もし私たちの心が私たちをとがめないなら、私たちは神に対して確信を持つことができます。そして、私たちが求めるものは何でも、彼から受けます。なぜなら、私たちは彼の戒めを守り、神の目に喜ばしいことを行っているからです」。


  年老いた農夫が、聖徒たちの祈りによって祭壇で平安を得ようとしていました。彼はある晩、大いに正しいことを彼らに言いました。「主はあなたたちの祈りに決して答えてくださらないでしょう」「あの雄牛が不正な牛舎にいるかぎり」。彼は急いで立ち去って隣人の地所に戻り、翌晩帰って来た時、その顔は輝き、その心も軽くなっていました。そして彼は、妨げを取り去った瞬間に臨んだ祝福を証ししたのです。


  神は罪人たちの祈りを聞くことができます。そうでなければ、私たちのだれも恵みの御座に近寄れなかったでしょう。しかしこれは、私たちが故意に罪を犯していてそれを差し控える誠実な意図がないにもかかわらず、神は祈りに答えてくださると期待することとは、別の問題です。これは天に対するきわめて冷淡な横柄さであり、厚かましさです。罪の告白と除去は可能であり、主は無代価で祝福してくださいます。しかし、私たちが良心の咎めと悪い意図を保持したまま、神は自分たちの不従順とうぬぼれを容赦してくださると期待している間は、エゼキエル書十四章で彼がイスラエルの指導者たちに与えられた恐るべきメッセージを受け取ることしかできません。「人の子よ、これらの人たちは彼らの偶像を心の中に抱き、彼らの不義のつまずきの石を顔の前に置いている。わたしは彼らの願いをすべて聞くべきであろうか？それゆえ、彼らに語って言え、主なる神はこう言われる、自分の偶像を心の中に抱き、自分の不義のつまずきの石を顔の前に置きながら、預言者の所に行くイスラエルの家のすべての者には、その偶像のおびただしさに応じて、わたし、主が来る者に答えよう。（中略）イスラエルの家と、イスラエルに寄留している寄留者のだれでも、わたしから離れ、自分の偶像を心の中に抱き、自分の不義のつまずきの石を顔の前に置き、預言者の所に行ってわたしについて尋ねる者には、わたし、主が自ら彼に答えよう。わたしはわたしの顔をその人に対して向け、彼をしるしとことわざとなし、彼をわたしの民の間から断ち切る。こうしてあなたたちは、わたしが主であることを知る」。


  往々にしてこのせいで、祈りは長いあいだ答えてもらえず、神の民は自分たちが求める豊かな祝福の中に入りそこなっています。神は彼らの心を探っておられ、彼らが長らく忘れてきた諸々の罪を彼らに思い出させようとしておられます。神は彼らがそれらの罪を徹底的に対処することを望んでおられます。ですから、私たちが人生の密かな転機にある時――おそらく、全き聖別、聖霊のバプテスマ、重篤で危機的な病の癒し、貴重な友人の命、一大非常時における救いを求めている時、神は炎の目で心を探り、私たちの良心に長らく忘れていた数々の事を思い出させ、私たちが自分たちの道を探って試せるようにして、私たちの心を御前にすっかり開けるようにしてくださいます。その時、私たちは彼の祝福を何の妨げも制約もなく受け取ることができ、「その違反を赦され、その罪を覆われて（中略）その霊の中に何の狡猾さも見いだされない」人の幸いを知ることができます。


  愛する人よ、自分の道を探って試し、再び主に向かおうではありませんか。喜んでこう言おうではありませんか、「私を探ってください、おお、神よ、私を試して私の道を知ってください。そして、私の中に邪悪な道がないかどうかを見て、私を永続する道の中に導いてください」。すべてのアカンを光の中に、そして死の判決に渡そうではありませんか。そうするなら、次のことがわかるでしょう。すなわち、罪といえども、真に除き去られるなら、私たちの祈りや私たちの完全な祝福を妨げられないこと、むしろ、アコルの谷がまさに希望の扉となり、罪の赦しの場所となるのです。そして、自己の磔殺が有用な新しいさらに高い生活の出発点となるのです。


  祈りに対するもう一つの妨げは自己中心性と地的願望である


  「求めても得られないのは」と使徒ヤコブは述べています。「自分の欲望のために費やそうとして、悪い求め方をするからです」。神は私たちの肉的性質が要求するものをすべて私たちに与えることはできません。それは私たちが自分の子供にピカピカのカミソリ――それに小さな手をのばすことを子供は強く願っています――を与えようとしないのと同じです。私たちが要求するものは時として、鋭い鋼鉄の刃が無思慮な子供を傷つける以上に私たちを傷つけかねません。肉的精神による地的・肉的動機から、多くの良いものを願うかもしれません。多くの人は赦しを求めますが、それは咎める良心の呵責から逃れて、心安らかに再び神なき自分勝手な生活を送るためです。神を真に敬う気持ちを持たない大部分の人は、天の志願者として受け入れてもらう気で満々ですが、それは彼らが彼らなりの方法で世の快楽を享受するのを神が許されるならばの話です。癒しを求める祈りはたんに、痛みから解放されて生活の快楽を楽しめるようになりたいという願望の表明にすぎないかもしれません。魔術師シモンですら聖霊の力を欲しがりましたが、それは徹底的に卑しい聖くない動機からでした。別の状況なら神が大いに喜んで私たちに与えてくださるものでも、時として神は私たちに対して差し控えなければなりません。なぜなら、それらによって私たちがご自身から実際に引き離されてしまうだろうからです。私たちの人生のその後のある時期に、私たちは次のことに気付きます。今や、神はこの同じものを保留せずに私たちに与えることができますし、喜んで与えてくださるのです。なぜなら、その期間のあいだに、私たちはそれらをすべて彼の祭壇の上に置いて、彼の栄光のために、そして彼ご自身との合一の中で用いてもらえるようになったからです。


  ですから、主の祈りは、すでに見たように、私たちが自分の全存在を神の足下に全くひれ伏させることと、三重の献身の祈りで始まります、「あなたの御名があがめられますように、あなたの王国が来ますように、あなたのみこころがなされますように」。


  これが詩篇三七篇のあの深遠な約束の意味です、「主の中で喜びなさい。そうすれば、彼はあなたの心の願うものを与えてくださいます」。神の中に喜びを見いだした心は、神が与えることのできないものを決して願うことができません。神はまず願いを与え、次にその願いを成就してくださいます。


  愛する人よ、答えてもらえなかったあなたの祈りの多くは、徹底的に自己中心的な祈りだったのではないでしょうか？あなた自身の霊的益を求めるあなたの願いは、卑屈な恐れか偏狭な自己愛によって促されていたのではないでしょうか？あなたの子供や友人の救いを求めるあなたの祈りは、彼らの生活が円満になるのを見たいというあなたの願いと同じくらい自己中心的だったのではないでしょうか？そしておそらくあなたは、他人の子供のために一度も願い求めをせず、彼らをキリストにもたらす努力もしなかったのではないでしょうか？これらの祝福を私たち自身や私たち自身の身内のために求めるのは一向にかまわないのですが、祈りの真の霊と神との合一が在るなら、たんなる利己的・人間的な愛や願いよりも高度なものが生じるでしょう。


  争いと苦々しい精神という障害があるかぎり祈りは答えてもらえない


  「あなたたちが立って祈る時」と私たちの救い主は弟子たちに言われました。「だれかに対して恨み事があるなら、赦してやりなさい」。「あなたたちのだれも、心の中で隣人に対して悪を図ってはならない」が、回復された民に対する預言者ゼカリヤのメッセージであり、彼は民が危機的試練の中にあるとき神の祝福を得る秘訣を彼らに教えました。ヨブは自分の敵たちのために祈り、自分の心の中から、病だった数か月のあいだ自分を苦しませてきた人々に対する苦々しい感情を一つ残らず追い出さなければなりませんでした。人々がヨブを苦しめたのは、彼らの無知、誤解、不快なお節介によってでした。そして、ヨブがそうした時はじめて、神は彼を捕われの身から解放し、回復して、以前の祝福よりも優った祝福を与えられました。弟子たちが苦しむ子供から悪鬼を追い出せなかった一つの理由は、誰が一番偉いか、道すがら議論していたことでした。心に抱いた憎しみの精神、胸の奥に秘めた偏見、陰鬱な悪意は、天との私たちの交流・親密さを事実上妨げます。それは、目の水晶体上の塵が私たちの視界を遮るのと同じであり、建物の電動機の電線を交差させると暗闇の中に取り残されるのと同じです。


  キリストの教会の中には交差した電線がとてもたくさんあります。そして、その結果は暗い心と悲しい叫びです、「神は恵み深くあることを忘れてしまわれたのか？」「おお、主よ、あなたはいつまで私の祈りを聞いてくださらないのですか？」。兄弟よ、あなたが次の御言葉に従うまでです、「あなたが自分の供え物を祭壇に持ってきて、自分の兄弟が自分に対して恨み事を抱いていることをそこで思い出したなら、その供え物を祭壇の前に残しておいて、あなたの道を行き、まずあなたの兄弟と和解しなさい。それから戻って来て、あなたの供え物をささげなさい」。


  祈りの霊は本質的に愛の霊です。往々にして私たちが何らかの祈りの難局にあって、とても多くのことが神の答えにかかっているとき、おそらく命そのものや、命よりも尊い何かがかかっているとき、私たちはまさにこのような試練に直面していることに気付きます。だれかが私たちの道に放り込まれるでしょう。そのとき、敵は天然的な心のあらゆる力を、その反感、偏見、自己の意思と共に握って、私たちの勝利を妨げようとするでしょう。ああ、そのような時、思い出そうではありませんか。苛立ったり報復したりしても、他人を傷つけることはできず、自分自身を深く傷つけ、私たちの神の祝福を妨げるだけなのです！無限の愛の前では、憎しみの兆しは一瞬たりとも生き長らえることはできません。素晴らしいことに、この昔の英語の詩の素朴な文章は真実です。


  
    最もよく祈る人は最もよく愛する人です、


    大きなことでも小さなことでもあらゆることで、


    私たちを愛しておられる偉大な神のために祈ります。


    神は万物を造り、愛しておられます。
  


  特にこの愛の問題に関して使徒ヨハネは、私たちの心が祈りのときに私たちをとがめる可能性について述べています。何よりも、それはおそらく、私たちが十中八九見過ごしているけれども神は決して見過ごせないもののためです。「世界で最大のものは」とドラモンド教授は大いに喜んで述べています。「愛です。そして人生の唯一の課題はそれを学ぶことです」。


  愛する人よ、これがあなたの祈りを妨げているのではないでしょうか？今この時あなたは、あなたを不当に遠ざけた兄弟や姉妹のことを思い出せるでしょうか？あなたが故意に厳しく取り扱い、無視し、おそらく見下し、あるいは、損害を与えて不正を働いた人のことを思い出せるでしょうか？あなたの兄弟に対して言った言葉――たとえ本当のことでも言ってはならない言葉――を思い出せるでしょうか？あなたが耳を傾けたあなたの兄弟に関する話――本人の前でないかぎり決して聞いてはならない話――を思い出せるでしょうか？心に抱いている疑い、批判、判断――悪いことだと考える権利はあなたにはないのに――を思い出せるでしょうか？どうか神があなたを助けて、かなえられない祈りの原因を見つける道を見せてくださいますように。


  疑う習慣は祈りに対する妨げである


  「疑う者は風に吹き回されて揺れ動く海の波のようです。そのような人は、主から何かを受けると思ってはなりません」。これは強い言葉です。しかし、神の観点から見ると、あらゆる霊的状態の中で不信仰の罪が最も有害であることに疑いはありません。それは神との魂の接触を、電線の切断が送信を妨げるのと同じくらい確実に損ないます。すでに見ましたが、ヤコブ書のこの節の「受ける」という言葉は受け取ることを意味します。それが示しているのは、おもに不信仰に対する神の怒りではありません。なぜなら、神は「惜しみなく、またとがめることなく与え」てくださるからです。むしろそれが示しているのは、神が与えてくださるものを人が受け取れないことです。疑う人は自分の霊的感受性・能力をすべて閉ざして、その時自分に提供されている祝福を吸収・取得できなくなります。神は私たちの疑いに対する責任を私たちに負わされますが、自分自身の意志で信仰――私たちを神の愛と祝福との接触にもたらす信仰――を生み出すよう私たちに要求されません。なぜなら、これは神が授けてくださるものだからです。むしろ神が私たちに要求されるのは、それが――器から漏れ出るように――私たちの悲惨な疑いというすべての穴を通して漏れ出るのを私たちが防ぐことです。私たち全員にできる一つのことがあります――私たちは疑うことを拒むことができます。疑問、恐れ、病的な心配、狡猾なサタン的示唆を弄ぶことを拒むことができます。私たちがこれを行うとき、神が残りのことをしてくださいます。そして、私たちが信仰の中に堅く立って、彼の全き祝福に向かって進めるようにしてくださいます。


  ここに敵は最も強力な攻撃を集中します。試練の時が来て、私たちの祈りは拒否・先延ばしされているかのように思われる時を、敵は待っています。そして、火矢と邪悪な示唆を私たちの震える胸の中にすべて打ち込んで、私たちの確信から私たちを追い払い、私たちが敵の邪悪な疑問に同意して私たち自身の信念を裏切るようにさせようとします。それゆえ、キリストは仰せられました、「だれでもこの山に向かって、『動いて、海に投げ込まれよ』と言い、心の中で疑わないなら（中略）何でも求めるものを受ける」。それゆえ、「アブラハムは不信仰によって神の約束を疑うことをせず、信仰の中で強くされ、神に栄光を帰しました」。それゆえ、私たちは自分が告白してきた信仰を疑わずに堅く保持しなければなりません。なぜなら、「約束してくださった方は信実」だからです。「今や義人は信仰によって生きる。だれでも後退するなら、わたしの魂はその者を喜ばない」。神は、自分の立場に立つ兵士たちに、そして、祝福が臨む時そこにいてそれを要求する者に、ご自身の祝福を与えることを待っておられます。


  しかし、おそらくあなたは言うでしょう、「私はすでに疑って、自分の祝福を失っています。祈りをかなえてもらうには手遅れでしょうか？」。いいえ、あなたの疑いを――他のどの罪に関してもそうするように――悔い改めて、悔い改めにふさわしい実を直ちに結び、今からのち永遠に裏切って同じ罪に陥らないなら、手遅れではありません。このような堕落が疑いの罪に関して私たちに徹底的に確信させて、それから私たちを永遠に癒すきっかけとなるのを、私たちはしばしば見かけます。


  愛する人よ、あなたはこの祈りの問題に関して神を弄び、祝福を失って、すでに多くの損害を被ってきたのではないでしょうか？どうか主が今日、あなたの顔を火打ち石のようにし、あなたの足を岩の上に据え、あなたの魂を神の上にとどまらせてくださいますように！


  もし私たちが許されていない立場の上に立つなら、あるいは、主のみこころから何かを差し控えるなら、私たちの祈りは妨げられる


  意図的な罪あるいは道徳律に関する実際的悪行や違反を犯すまでもありません。奉仕や証しへの何らかの明確な導きにおける御霊の御声に対する、たんなる不従順かもしれません。私たちは人々の多くの事例を知っています。彼らは聖霊のバプテスマを求める祈りに対する十分な答えを受けませんでした。何らかの件で――彼らはそれから尻込みしたりためらったりしていました――神の御声に明確に従うまで受けなかったのです。私たちは人々の多くの悲しい事例を知っています。彼らは癒しを求める祈りへの答えを受けそこないました。なぜなら、彼らは禁じられた所に立ち、神のための証しを差し控えたからです。それは、臆病心や人に対する恐れのせいでした。あるいは、聖霊が命じられた何らかの信仰の歩みを踏み出すことに失敗したせいでした。神との争いと苦い悲しみの数か月あるいは数年後にようやく、彼らは教訓を学び、迅速かつ徹底的な従順により、完全な解放と素晴らしい祝福を受け取ったのです。


  聖書は善良な人々に関するいくつかのとても厳粛な事例を示しています。彼らは禁じられた立場に立ち、自分の力と守りが自分から離れていくことに気づきました。力持ちのサムソンは、分離の立場を離れた瞬間、神の支えをすべて失いました。アブラハムには、エジプトで妥協的姿勢の中にある間、何の力もありませんでした。ヤコブには、放浪の年月の間、神のビジョンが全くありませんでした。そして善良なヨシヤですら、天の保護を失い、自分の貴重な命を犠牲にしました。なぜなら、彼は神のみこころを踏み越えて、命じられてもいないのにエジプトの王であるパロ・ネコに立ち向かったからです。パロ・ネコは、もし軽率な思い込みにこだわるなら悲惨な運命をたどるだろう、と彼に警告しました。聖別された立場に立っていても、特別な奉仕への神の明確な召しに従わなかったり、神が「否」と言われた場所に進み出たりすることにこだわっていたなら、おそらく命すら失っていたであろう人は、私たちの中に一人だけではありません。


  御霊にあって歩んでいる人々が御声を軽視すること、あるいは、その最も小さな命令に不従順であることは、とても厳粛なことです。このような不従順により交わりはすべて遮断され、祈りはすべて妨げられます。


  しかしまた、禁じられた手段は私たちの御父の祝福を確実に妨げる


  適切な態度と精神で神の助けを求めておきながら、その後すぐに出て行って、自分の祈りを恐ろしい方法でかなえるよう神を促すおそれがあります。疑いなく、ヤコブは自分が望む祝福を誠実に神に求めましたが、後に、自分の目的を遂げるために卑劣きわまりない手段を取りました。そして、待機と悲しみの年月を送りました。四十歳の時、疑いなく、モーセは自分の手でイスラエルを解放してくださるよう誠実に神に求めましたが、きわめて軽率かつ不適切な態度で自分の愛国的願望を果たすためにエジプト人を殺し、犯罪と王の手による危機の中に陥りました。疑いなくアブラハムは、ハガルに関して妥協することにより、息子に関する御約束を神が果たす助けとなる、と考えていました。しかし、それにより彼は天の御声を長年にわたって閉ざし、家庭内に争いと問題を招き、心中の目的を妨げただけでした。疑いなく、タルソのサウロは救いのために長年誠実に祈りましたが、それを自分自身の義によって追い求め、神の義に服さなかったため目的を果たせませんでした。そして、彼の民族は今日、あわれみを求めて空しく祈っています、彼らは神の定められた唯一の道を拒否することによって、あわれみを拒否しているからです。


  多くの人は聖めを求めて祈りますが、この祝福の中に入りそこないます。なぜなら、イエス・キリストと御霊の内住による神の定められた方法を知的に理解せず、信仰をもって受け入れないからです。他の人々の救いを求める多くの祈りが妨げられています。なぜなら、自分の友のために祈っている人が、その立派な目的をすっかり台無しにする手段に訴えているからです。自分の夫の魂のために嘆願している多くの妻たちを私たちは知っています。彼女たちは夫の機嫌を損ねかねないものをすべて避けることによって夫を勝ち取ることを期待しており、夫をキリストに引き寄せることを願って夫の世的なあらゆる嗜好に屈しますが、それは無駄です。神が祝福できる、神に対する忠誠の姿勢や、恐れずに彼を証しすることの方が、遥かに効果的だったでしょう。多くの教会は主に祝福を求めますが、その後働きに出かけて、神が決して容認できない世的手段に訴えることによってそれを台無しにします。多くの会衆は、「なぜ自分たちはこんなに貧しく、苦労していて、財源を求める祈りをかなえてもらえないのだろう？」と不思議に思っています。しかし調べてみると、その財政的手段は全く非聖書的であり、時として、一般的に敬意を受けるのにふさわしくないこと、また、優れたこの世の施設なら当てにしたくないものであることがわかります。何らかの祝福を神に求める時、その答えをもたらす歩みを導くことを、私たちは神に許さなければなりません。神に手綱を握ってもらうすべての人の心に神は御力を与えてくださいます。多くの病人が癒しを求めて祈っていますが、病気に対する神の処方箋を真っ向から無視して、神がよしとされない手段に訴えています。その手段は、おそらく、「単純な信仰の姿勢を取っている」と主張している者に対しては特に、神が全く禁じておられるものです。神の答えは彼ご自身の使者たちによってもたらされなければなりません。そして、その答えをもたらす私たちの歩みは、神の絶対的指示に基づかなければなりません。


  ダビデの即位後、ペリシテ人が彼の領土に二回目に侵入した時に、彼が取った行動を例にとりましょう。ダビデが前回と全く同じことをして、彼らに向かって真っすぐ行進し、その後、神に自分を祝福してくださいと求めたとしましょう。彼は敗北していたでしょう。なぜなら今回は、命令が前の時とは全く異なっていたからです。「上ってはならない。彼らの後に回りなさい」。つまり、円を描いて進み、最初は彼らから離れるように行進し、次に側面に回り込みなさい、ということです。「そしてバルサムの木の向かい側から襲いかかりなさい。バルサムの木の上に行進の音が聞こえたなら、あなたは奮い立たなければなりません。その時、主があなたの前に出て行き、ペリシテ人の軍勢を打たれるからです」。答えは主の指示に対する明確な従順にかかっていたことがわかります。


  愛する人よ、これが私たちの答えてもらえない祈りの多くの理由ではないでしょうか？私たちは私たちの主の命令を待ち望み、彼が命じられた指示にしたがって答えを求めてきたでしょうか？ああ、「あなたたちがもし励んで、あなたたちの神、主の声に従うなら、このようになります」という神の最も尊い約束に関する預言者ゼカリヤの言葉は、なんと厳粛でしょう。そして、これはアブラハムに関する神の御言葉の反響にほかなりません、「わたしが彼を知ったのは、彼がその子らと彼の後の家族に、主の道を守って義と公正を行うように命じ、主がアブラハムについて語ったことを、彼の上に成就するためです」。


  おそらく効果的な祈りに対する最大の妨げは、そして、疑いなく祈りの生活に対する最大の妨げは、聖霊と内なる生活に関する無知である


  大多数の人にとって、祈りは自然に心に浮かんだことをあわただしく述べることです。それでは、苦しんでいる動物の叫びや、ほとんど意識のない赤ん坊の泣き叫ぶ声と大差ありません。確かに、不幸な人が発した不信仰な叫びを神は聞いてくださいますが、これは祈りではありません。御父の耳に必ず届く声は、信頼している子供とその子供の心の中に息づいている聖霊の声です。真の祈りは聖霊に促されたものでなければなりません。なぜなら、多くの人は聖霊をほんの少ししか知らず、彼から遠く離れて歩んでいるからです。そのため、彼らは天的交わりの言語に比較的不案内なのです。


  祈りの生活は内なる生活、霊的生活であり、多くの人はこれを知らず、これを欲しません。それは心を常に探りますし、私たちが私たちの神と静かに歩むべきことを徹底的に要求します。多くの人は自分自身が主人になることを好みます。そして、一歩一歩神と共に歩んで、あらゆる考えと願いを内なる忠告者に服従させる習慣は、彼らの横柄な自己意志には耐えられませんし、少なくともあまり経験したことがありません。


  しかし、これこそ真に祈りの生活の要素なのです。それは内なる生活です。その故郷は「いと高き方の秘密の場所」であり、その住まいは「全能者の影」です。それは分離不可能な神聖な交友の交わりです。その例は神と共に歩んだエノクです。自分の主人にすがりついて「主は生きておられ、あなたの魂も生きています。私はあなたを離れません」と言ったエリシャです。それはまさに内なる人の呼吸であり、人の心臓の鼓動や人の胸の呼吸のように必要であり絶え間がありません。


  愛する人よ、結局のところ、これがあなたの祈りの問題ではないでしょうか？あなたの祈りは、天の命の習慣的交流というよりはむしろ、一大緊急時の突発的な叫びではないでしょうか？もしあなたが常に彼の傍を歩むことに慣れていたなら、あまり遠く離れておらず、窮地の時に大声で長時間叫ぶ必要はなかったのではないでしょうか？常に祈る習慣によって、私たちは大いなる祈りの戦いのために備えられます。この重要性を無視する人は、緊急時に用意ができていないことに気づきます。神はあなたに、もっと親密にご自身と共に歩むこと、ご自身の絶えざる内住のためにあなたの心を開くことを命じておられます。また、あなたの胸の中に恵みと嘆願の御霊を受け入れて、この御方があなたに対して力強い弁護者となることを命じておられます。御霊はあなたに嘆願をすべて息吹き込み、それらをご自身の愛と力の強力な翼の上に担って、高き所にいる弁護者にもたらされます。この御方を通して、あなたはあの御父の答えを受け取ります。御父は彼が息吹き込んだ祈りに常に答えてくださいます。


  私たちの巨大な金融機関が「自分はすべての巨大な商業の中心との間に私的な回線を持っている」と宣伝するのを、私たちは時々見かけます。自分の心の中に聖霊を有している人は御座への私的な回線を持っており、いつでも天との直接回線を開いて維持し、必要ならその全軍団を動員して直ちに助けてもらえます。ああ、愛する人よ、あなたが献身の生涯に入ること、そして、あなたの愛する主があなたの心を彼の宮・彼の御座とされるのを許すことは、確かに価値あることです。そこでは祈りにより常に、幸いな子供と常に傍におられる御父との間で、親しい交わりが途切れることなく続くのです。


  ああ、なんと幸いなことか、すべての必要に対する供給とすべての傷のための香油が、このように常に手の届くところにある人々は！悲しみが影を落とし、サタンが攻撃し、困難が四方を包囲するかもしれませんが、祈りを通して、常に新たに救われ、戦いのたびに力強く勝利の霊が新たに戻ってきます。不死鳥のように自分自身の灰の中からよみがえり、そのつど新たな新鮮さと喜びをもって成長するのです。


  南アメリカのある旅行者が、かつて彼が目撃した奇妙な戦いについて述べています。それは小さな四つ足の動物と大きな恐ろしい毒蛇の戦いでした。その小動物は、自分を滅ぼそうと威嚇している相手に全くかなわないように思われました。一撃でやられてしまう無力な餌食のように思われました。しかし、それは恐れずに強力な敵に立ち向かい、その顔めがけて突進し、激しい有効打を立て続けに浴びせました。しかし、反撃を受けて、敵の毒牙による深い致命的に見える傷を負いました。毒牙が怒りの攻撃を一閃させて、次にこの勇敢な小さな攻撃者の肉の中にしっかりと食い込みました。一瞬、すべて終わったかのように思われましたが、その賢い小動物は直ちに森の中に退却し、バナナの木に駆けつけて、その葉の一部をしきりに貪り食って、すぐに戻ってきました。見たところはつらつとしていて、新たな活力と決意で戦いを再開できそうでした。何度も何度もこの奇妙な見世物が繰り返されました。蛇は獰猛に攻撃し、大いに消耗させ、何度も何度も相手を傷つけて死に至らしめるかのように思われました。しかし、この小動物は繰り返しこの単純な処方箋に訴えて治療し、新たな勝利を目指して戻ってきました。ついに、一、二時間後、戦いは終わりました。巨大な爬虫類は死んで静かに横たわっていました。そして、この小さな勝利者は、無傷でその巣と無力な小さな子らのただ中にいたのです。その子らはこうして滅びから救われたのでした。


  何度私たちは龍の牙によって傷つけられ、死にそうな傷を受けることでしょう。そして、何らかの長い儀式を経て命の源に至らなければならなくなると、気絶して死んでしまうのです！しかし、御名に祝福あれ！私たちのために癒しの木が常にあるのです。それは森がその影の下に宿している木のように近くにあります。それによって私たちは常に治療してもらえます。新鮮活発にされて戻ってこれます。彼のように変容されて戻ってこれます。彼は山上で祈られた時、天の光で明るく輝かれました。園で祈られた時、死の恐怖に勝利して立ち上がり、高き所から力づけられて、私たちの贖いのための途方もない戦いに勝利されました。


  ああ、祈りによる数々の勝利！それらは聖書の高嶺です。それらは私たちをマムレの平野に、ペニエルの浅瀬に、ヨセフの牢獄に、モーセの勝利に、ヨシュアの勝利に、ダビデの解放に、エリヤとエリシャの奇跡に、主の生涯の物語全体に、ペンテコステの秘訣に、パウロの比類ない務めの基調に、聖徒たちの生涯と殉教者たちの死に、教会の歴史と神の子供たちの経験の中で最も聖なる甘美なあらゆるものに連れ戻します。そして、私たちの最後の戦いが終わって、祈りの足台が賛美の竪琴に場所を譲る時、永遠の輝きで飾られることになる時の中の場面は、最も深い悲しみと最も暗い夜としばしば関係していたものでしょう。その上に私たちは「エホバ・シャマ：主はそこにおられる」と刻印するでしょう。神が触れてくださったものだけが記憶に残りますし、永遠に記憶される価値があります。これらは不滅の記念碑です。ああ、今より後、祈りが私たちの人生の旅のすべての道、すべての歩みを覆いますように。そして、何があろうとも、私たちはそれを祈りへのさらなる召しとして、神がご自身の栄光を現わしてご自身の勝利の愛の永遠の記念碑を打ち立てるさらなる機会として、認めることができますように！


  このささやかなメッセージを、第一章を開始した時の思想で終えることにします。すなわち、主が弟子たちに祈りを教える方法は、直ちに祈り始めさせることによってだった、という思想です。


  今この時、必要だとあなたの心に最初に思い浮かぶことのために祈り始めてください。そして、すべてを祈りの中にもたらしてください。あなたの心が満ち溢れて、中断せざるをえなくなるまで、そしてそれをすべて賛美に転じざるをえなくなるまで、そうしてください。そして、「今や、私たちの中に働くその力にしたがって、私たちが求め、また思うすべてを、遥かに超えて豊かに行うことのできる方、この方に、教会の中で、キリスト・イエスにより、栄光がすべての時代にわたって、かぎりなくありますように。アーメン」。


  



  注記


  



  本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著作権をつけないで下さい。
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